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未来を創る子ども達が G7 外相を迎える

縁の下の力で町の歴史は築かれていく（表彰状 · 感謝状受賞者）
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議 長 あ い さ つ

　町民の皆様には平素から、町議会に対し温かいご支援とご理解を

賜り議員一同深くお礼申し上げます。これからも、多様化する住民
ニーズの変化を的確に判断し、町執行部と連携してまいります。
　さて、昨年を振り返ってみますと、4月には「G7 長野県軽井沢外
務大臣会合」が開催され無事終了することができました。引続きこ
の経験を生かし「軽井沢リゾートMICE」を推進するまちづくりに
生かしていくことが大切であると考えます。
　5月には新型コロナウイルス感染症の 5類感染症への移行に伴い
社会が動いてまいりました。コロナ禍前に比べればまだまだですが、
それでも皆様に安堵感と明るさが戻ってきたと思います。これから
は、疲弊した地域経済の立て直しとともに、活気あるまちづくりに
貢献していきたいと考えています。
　8月 5 日には、軽井沢町町制施行 100 周年記念式典が盛大に開催
されました。
　また、同月 22 日から 29 日まで上皇上皇后両陛下が行幸啓され町
長とお迎え・お見送りをさせていただきました。
　さて、議会におきましては 4月の統一地方選挙により新たに 3名
の議員を加え、引き続き住民の皆様に信頼される議会を目指し活動
を展開してまいりました。このスタートに当たり 4点の所信表明を
いたしました。
　第 1に、タブレット導入によるペーパーレス化の取組み及び議会
本会議のライブ配信で、誰もが議場に足を運ばなくても自宅等にお
いてリアルタイムで視聴いただけるようにしたい。
　第 2に、現在は 2常任委員会 ( 総務・社会 ) であるが近年の複雑多
様化する行政事務に対応するためには、3つの常任委員会とし担当
する部門を少なく、議会側もより専門的な知識を習得し対処したい。
　第 3に、議案質疑を通告制とし、より効率的な議会運営をしたい。
　第 4に、図書室及び議員研修の充実ですが、議会は言論の場であ
ることを十分認識し、議案の審査・審議にあたり議員間の自由活発
な討議を経て合意形成し、結論を出していくためにも議論を尽くす。
このような政策提言や政策立案能力を高めるためにも議会による研
修会を開催したい。議員個々がそれぞれスキルアップしその合議体
としての議会力の向上に努めてまいります。
　今後とも、議会に対し注視していただきご指導賜りますようお願
い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　軽井沢町議会議長　遠　山　隆　雄

議　長
遠 山 隆 雄

副議長
川島さゆり

ー 1ー



軽 井 沢 町 議 会 議 員 名 簿
（令和 5年 5月 1日現在）

議席
番号 氏　　名 当選

回数 住　　所 生年月日 電話番号

１ 金
かな

　山
やま

　のぞみ １ 中軽井沢 17-11 H	3.	9.20 45-1270

２ 小
こ

　林
ばやし

　天
てん

　馬
ま

１ 大字追分 1776-7 S59.	8.12 080-5519-3646

３ 小
こ

　山
やま

　裕
ひろ

　嗣
つぐ

１ 大字長倉 3046-13
メゾンドゥーズＡ棟 S54.	7.13 45-8262

４ 眞
ま

　島
しま

　聡
さと

　子
こ

２ 大字軽井沢 1019-296 S42.11.30 48-5236

５ 福
ふく

　本
もと

　　　修
おさむ

２ 大字追分 94-10 S41.11.17 44-1277

６ 中
なか

　澤
ざわ

　睦
むつ

　夫
お

２ 大字発地 2543-1 S26.	4.15 28-9082

７ 押
おし

　金
がね

　洋
よう

　仁
じ

３ 大字軽井沢 1323-440 S42.	4.10 42-3692

８ 寺
てら

　田
だ

　和
わ

佳
か

子
こ

３ 大字長倉 3892-7 S48.	7.30 090-1767-1529

９ 利
と

根
ね

川
がわ

　泰
たい

　三
ぞう

３ 大字軽井沢 1256-68 S29.	3.13 45-3431

10 遠
とお

　山
やま

　隆
たか

　雄
お

３ 大字長倉 4744 S26.	1.22 45-8210

11 横
よこ

須
す

賀
か

　桃
もも

　子
こ

４ 大字長倉 2132-14 S45.	1.11 31-0275

12 川
かわ

　島
しま

　さゆり ４ 大字長倉 4280-5 S37.	3.16 46-2135

13 土
つち

　屋
や

　好
よし

　生
お

４ 中軽井沢 4-1 S32.	9.	7 45-5327

14 佐
さ

　藤
とう

　幹
みき

　夫
お

４ 軽井沢 1-12 S32.	6.19 42-2965

15 市
いち

　村
むら

　　　守
まもる

４ 大字長倉 990-3 S25.	7.	7 45-6737

16 佐
さ

　藤
とう

　敏
とし

　明
あき

４ 大字発地 1398-84 S25.	5.	5 48-1011
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軽 井 沢 町 議 会 委 員 会 名 簿
令和 5年 5月 1日現在

◎印‥委員長　　　○印‥副委員長

　　　　　　議長　　遠　山　隆　雄　　　　　　　　副議長　　川　島　さゆり

議
　
運

議 会 運 営 委 員 会
（５名）

◎土　屋　好　生 〇押　金　洋　仁 　利根川　泰　三

　横須賀　桃　子 　佐　藤　幹　夫

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総 務 常 任 委 員 会
（８名）

◎押　金　洋　仁 〇眞　島　聡　子 　金　山　のぞみ

　小　山　裕　嗣 　利根川　泰　三 　横須賀　桃　子

　市　村　　　守 　遠　山　隆　雄

社 会 常 任 委 員 会
（８名）

◎佐　藤　幹　夫　 〇福　本　　　修 　小　林　天　馬

　中　澤　睦　夫 　寺　田　和佳子 　土　屋　好　生

　佐　藤　敏　明 　川　島　さゆり

予算決算常任委員会
（15 名）

◎横須賀　桃　子 〇中　澤　睦　夫 　金　山　のぞみ

　小　林　天　馬 　小　山　裕　嗣 　眞　島　聡　子

　福　本　　　修 　押　金　洋　仁 　寺　田　和佳子

　利根川　泰　三 　土　屋　好　生 　佐　藤　幹　夫

　市　村　　　守 　佐　藤　敏　明 　川　島　さゆり

広報広聴常任委員会
（８名）

◎利根川　泰　三 〇眞　島　聡　子 　金　山　のぞみ

　小　林　天　馬 　福　本　　　修 　押　金　洋　仁

　横須賀　桃　子 　土　屋　好　生

特
　
別
　
委
　
員
　
会

議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

（７名）

◎福　本　　　修 〇小　山　裕　嗣 　押　金　洋　仁

　寺　田　和佳子 　横須賀　桃　子 　佐　藤　幹　夫

　川　島　さゆり

庁舎改築周辺整備
事業検討特別委員会

（15 名）

◎押　金　洋　仁 〇眞　島　聡　子 　金　山　のぞみ

　小　林　天　馬 　小　山　裕　嗣 　福　本　　　修

　中　澤　睦　夫 　寺　田　和佳子 　利根川　泰　三

　横須賀　桃　子 　土　屋　好　生 　佐　藤　幹　夫

　市　村　　　守 　佐　藤　敏　明 　川　島　さゆり
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軽井沢町議会選出の議員及び各種審議会等委員一覧表
令和 5年 5月 1日現在

役　　職　　名 人員 氏　　名

佐 久 広 域 連 合 議 会 議 員 ２ 川　島　さゆり　　遠　山　隆　雄

北 佐 久 郡 老 人 福 祉 施 設 組 合 議 会 議 員 ２ 中　澤　睦　夫　　押　金　洋　仁

浅 麓 環 境 施 設 組 合 議 会 議 員 ３ 小　林　天　馬　　寺　田　和佳子
市　村　　　守

浅 麓 水 道 企 業 団 議 会 議 員 ３ 横須賀　桃　子　　土　屋　好　生　
佐　藤　敏　明

森 泉 山 財 産 組 合 議 会 議 員 １ 市　村　　　守

佐 久 市		・ 軽 井 沢 町 清 掃 施 設 組 合 議 会 議 員 ４ 小　山　裕　嗣　　眞　島　聡　子
中　澤　睦　夫　　佐　藤　敏　明　

佐 久 市		・ 北 佐 久 郡 環 境 施 設 組 合 議 会 議 員 ４ 金　山　のぞみ　　福　本　　　修
利根川　泰　三　　佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 監 査 委 員 １ 佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 風 俗 審 議 会 委 員 １ 土　屋　好　生

軽 井 沢 町 消 防 委 員 会 委 員 ３ 寺　田　和佳子　　土　屋　好　生
市　村　　　守

軽 井 沢 国 際 親 善 文 化 観 光 都 市 計 画 審 議 会 委 員 １ 遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 上 水 道 計 画 審 議 会 委 員 ３ 小　山　裕　嗣　　中　澤　睦　夫
押　金　洋　仁

軽 井 沢 町 国 民 健 康 保 険 軽 井 沢 病 院 経 営 協 議 会 委 員 ２ 土　屋　好　生　　佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 長 期 振 興 計 画 審 議 会 委 員 ４ 押　金　洋　仁　　佐　藤　幹　夫
川　島　さゆり　　遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 農 業 振 興 地 域 整 備 促 進 協 議 会 委 員 ２ 福　本　　　修　　横須賀　桃　子

軽 井 沢 町 自 然 保 護 審 議 会 委 員 ４ 眞　島　聡　子　　押　金　洋　仁　
寺　田　和佳子　　利根川　泰　三

軽 井 沢 町 住 宅 対 策 審 議 会 委 員 ２ 小　林　天　馬　　眞　島　聡　子

軽 井 沢 町 下 水 道 事 業 審 議 会 委 員 ２ 金　山　のぞみ　　佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 １ 川　島　さゆり

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 評 議 員 １ 佐　藤　幹　夫

公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 評 議 員 １ 遠　山　隆　雄

公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 理 事 １ 土　屋　好　生

軽 井 沢 町 暴 力 団 進 入 阻 止 連 絡 協 議 会 委 員 １ 遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員 １ 川　島　さゆり

軽 井 沢 町 地 域 公 共 交 通 会 議 委 員 ２ 佐　藤　幹　夫　　遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 野 菜 価 格 安 定 対 策 事 業 運 営 協 議 会 委 員 １ 押　金　洋　仁

軽 井 沢 町 有 害 鳥 獣 被 害 予 防 対 策 協 議 会 委 員 １ 佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 立 図 書 館 運 営 協 議 会 委 員 １ 佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 生 活 改 善 委 員 会 委 員 １ 佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 青 少 年 健 全 育 成 協 議 会 委 員 １ 佐　藤　幹　夫

軽 井 沢 町 人 権 同 和 教 育 推 進 委 員 会 委 員 ２ 佐　藤　幹　夫　　遠　山　隆　雄

長 野 県 共 同 募 金 会 軽 井 沢 町 支 会 長 １ 遠　山　隆　雄
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令和 5 年第１回軽井沢町議会定例会 1 月第 1 回会議

１ 月 会 議 解 説

付　議　事　件

4 軽井沢町告示第 39 号

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

1月6日 金 本会議 開会、会期の決定、議案の上程、提案説明、質疑、
討論、表決 午前 10 時

　令和 5年 1 月 6 日に招集された会議において、令和 5年第 1回定例会の会期は 4月 29 日まで
の 114 日間となりました。
　なお、1月第 1回会議は会議期間 1日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正 1件、
補正予算 4件でいずれも原案どおり可決しました。

○条例の一部改正
　・軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例
　長野県人事委員会の勧告に基づき、長野県の一般職の職員の給与に関する条例及び特別職
の職員の給与に関する条例並びに任期付職員の採用等に関する条例が改正されたことに伴
い、町の給料表及び勤勉手当等の改定を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 7 号）】
　　8,575 万円追加　　総額 178 億 8,512 万 9,000 円

　歳入　出産・子育て応援交付金 876 万円の増、社会資本整備総合交付金 1,480 万円の増　他
　歳出　出産・子育て応援給付金給付 1,300 万円の増、町道借宿千ヶ滝線補修工事 5,000 万円

の増　他

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 1 号

軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて 即　決 1/6 原案可決

議　案
第 2 号 令和４年度軽井沢町一般会計補正予算（第７号） 即　決 1/6 原案可決

議　案
第 3 号

令和４年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第４号） 即　決 1/6 原案可決

議　案
第 4 号 令和４年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第３号） 即　決 1/6 原案可決

議　案
第 5 号

令和４年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号） 即　決 1/6 原案可決
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　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）】
　　23 万 5,000 円追加　　総額 26 億 8,155 万 2,000 円

　歳入　職員給与費等繰入金 23 万 5,000 円の増
　歳出　市町村職員共済組合負担金３万 7,000 円の増、市町村総合事務組合負担金 5,000 円の

増　他

　【介護保険特別会計補正予算（第３号）】
　　60 万 5,000 円追加　　総額 19 億 3,836 万 1,000 円
　歳入　地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）24 万 3,000 円の増、職員給与費等

繰入金 29 万 9,000 円の増　他
　歳出　職員給与費等繰入金市町村職員共済組合負担金６万 2,000 円の増、職員給与費等繰入

金市町村総合事務組合負担金１万円の増　他

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）】
　　15 万 8,000 円追加　　総額３億 6,758 万 1,000 円

　歳入　事業費繰入金８万 6,000 円の増、保健事業費繰入金７万 2,000 円の増　他
　歳出　事務費繰入金勤勉手当２万 8,000 円の増、保健事業費繰入金市町村職員共済組合負担

金５万 3,000 円の増　他
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令和５年第１回軽井沢町議会定例会３月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 6 号

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更について　 総務常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第 7 号 軽井沢町国民健康保険条例の一部改正について 社会常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第 8 号

軽井沢町消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の
一部改正について　 総務常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第 9 号

軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例等の一部改正について　 社会常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第10号

軽井沢町博物館・類似施設に関する条例の一部改正につ
いて　 社会常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第11号 町道の廃止について　 総務常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第12号 令和 4年度軽井沢町一般会計補正予算（第 8号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第13号

令和 4年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 5号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第14号 令和 4年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

2月24日 金 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

2月27日 月 本会議 代表質問・一般質問 午前 10 時

2月28日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

3月	1日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時 30 分

3月	2日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

3月	3日 金 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

3月	6日 月 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

3月	7日 火 委員会 予算決算常任委員会（補正予算） 午前 10 時

3月	8日 水 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 10 時

3月10日 金 本会議 委員長報告、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第15号 令和 4年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 4号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第16号 令和 4年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第17号 令和 4年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第18号 令和 5年度軽井沢町一般会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第19号 令和 5年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第20号 令和 5年度軽井沢町駐車場特別会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第21号 令和 5年度軽井沢町介護保険特別会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第22号 令和 5年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第23号 令和 5年度軽井沢町水道事業会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第24号 令和 5年度軽井沢町下水道事業会計予算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第25号

令和 5年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予
算 予算決算常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第26号 軽井沢町副町長定数条例の一部改正について 総務常任委員会 3/10 原案可決

議　案
第27号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 1号） 即　決 3/10 原案可決

報　告
第 1 号

専決処分の報告について（旧軽井沢公民館前ごみ集積所
プレハブ扉による車両損傷事故に係る損害賠償の額を定
めること及びこれに伴う和解について）　

2/24 報　告

報　告
第２号

専決処分の報告について（町道での車両損傷事故に係る
損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について） 2/24 報　告

報　告
第３号

専決処分の報告について（町道での車両損傷事故に係る
損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について） 2/24 報　告

同　意
第１号 副町長の任命について　 即　決 2/24 原案同意

同　意
第 2 号 教育長の任命について　 即　決 3/10 原案同意

陳　情
第８号

要介護 1、2の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の
総合事業に移行すること等についての意見書提出に関す
る陳情書

社会常任委員会 3/10 採　択

陳　情
第 9 号

LPガス料金上昇に対する直接的な負担軽減対策を求める
陳情書 総務常任委員会 3/10 採　択
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

陳　情
第10号

日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の
子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求め
る陳情

総務常任委員会 3/10 採　択

議会活性化特別委員会の報告について 即　決 3/10 承　認

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の報告について 即　決 3/10 承　認

発　委
第 1 号

軽井沢町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につ
いて 即　決 3/10 原案可決

発　委
第 2 号

普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安
全の保障を求める意見書の提出について 即　決 3/10 原案可決

発　委
第 3 号 介護保険制度改正に関する意見書の提出について 即　決 3/10 原案可決

３ 月 会 議 解 説

　令和 5年 3 月会議は、2月 24 日に再開し、会議期間は 3月 10 日までの 15 日間の日程で開催
しました。提出された議案は、規約の変更 1件、条例の一部改正 5件、その他 1件、補正予算 7件、
新年度予算 8件、人事案件 2件でいずれも原案どおり可決・同意し、報告 3件を受けました。
　議会関係では、陳情 3件を審査のうえ採択、発委で条例の制定 1件、意見書 2件を提出し、原
案どおり可決しました。また、議会活性化特別委員会及び庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会
より報告をしました。
　
○規約の変更
　・長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について
　長野県町村公平委員会の構成団体となっている佐久平環境衛生組合が令和５年３月 31 日
をもって解散し本会を脱退するとともに、同年４月１日付で南佐久環境衛生組合が佐久環境
衛生組合に名称を変更することに伴い改正を行うものです。

○条例の一部改正
　・軽井沢町国民健康保険条例

　健康保険法施行令の一部が改正され、出産育児一時金の支給額が引き上げられるため、同
勅令に準拠して定めている町が行う国民健康保険の出産育児一時金の支給額を引き上げる改
正を行うものです。

　・軽井沢町消防団員の定員、任免、服務等に関する条例
　非常勤消防団員の報酬等の基準が定められたことに伴い、消防団員の処遇の改善を図るた
め、消防団員に出動報酬を支給することについて必要な事項を定めるもののほか、所要の改
正を行うものです。
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　・軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準、特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準及び放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準の一部が改正され、家庭的保育事業者等及び放課後児童健全育
成事業者に対する安全計画の策定及び自動車の運行時に利用者の所在確認を行うこと等の義
務づけ、児童福祉法の改正に伴う懲戒権に関する基準の削除その他の基準の改正が行われた
ことに伴い、規定の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・軽井沢町博物館・類似施設に関する条例
　博物館法の一部が改正され、公立博物館の設置に関する事項を条例で定めなければならな
い旨の規定が削除されることに伴い、同法の規定を引用する目的規定の改正を行うものです。

　・軽井沢町副町長定数条例
　新たに町長が指定する特命事項を担任する副町長を置くため、副町長の定数を２人とする
改正を行うものです。

○その他
　・町道の廃止　１路線

○令和 4 年度補正予算
　【一般会計（第 8 号）】
　　２億 969 万 2,000 円減額　　総額 176 億 7,543 万 7,000 円
　　歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金１億 6,387 万円の増、さわやか軽井沢ふるさと基金

５億 3,146 万 4,000 円の減　他
　　歳出　ふるさと寄附金受入事務委託 2,470 万円の増、ふるさと寄附金教育応援分５億 3,146

万 4,000 円の減　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計（第５号）】
　　536 万円追加　　総額 26 億 8,691 万 2,000 円
　　歳入　保険給付費等交付金特別交付金 322万 7,000 円の増、特定健康診査等負担金 62万 6,000

円の減　他
　　歳出　国保運営協議会委員報酬６万 2,000 円の減、特定健診実施委託 151万 8,000 円の減　他

【駐車場特別会計（第３号）】
　　3,507 万 5,000 円追加　　総額１億 4,343 万円
　　歳入　駐車場使用料 3,500 万円の増、器物損壊補修返済金７万 5,000 円の増
　　歳出　消費税 300万円の減、駐車場整備基金・元金分 3,800 万円の増　他
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　【介護保険特別会計補正予算（第４号）】
　　4,197 万 6,000 円追加　　総額 19 億 8,033 万 7,000 円

歳入　介護給付費交付金 5,005 万 5,000 円の増、包括的支援事業・任意事業繰入金（町単分）
330 万 4,000 円の減

歳出　通所型サービス事業費負担金 500 万円の減、介護保険基金・元金分１億円の増　他

　【水道事業会計補正予算（第２号）】
収益的収入　水道事業収益営業収益 1,500 万円の増
収益的支出　水道事業費用営業外費用 450 万円の増
資本的収入　水道事業資本的収入国庫支出金 55 万円の増、県支出金 304 万 1,000 円の増
資本的支出　水道事業資本的支出建設改良費 2,610 万 5,000 円の減　

　
　【下水道事業会計補正予算（第３号）】

収益的収入　公共下水道事業収益営業収益 800 万円の増、営業外収益 1,600 万円の減　他
収益的支出　公共下水道事業費用営業費用 522 万 6,000 円の減

○令和 5 年度各会計予算
　8 会計の予算総額は、250 億 4,525 万 5,000 円

　【一般会計】
　　155 億円

歳入　町税関係 100 億 7,306 万 1,000 円、性質別構成比では自主財源 129 億 9,100 万 1,000 円
（83.8％）、依存財源 25 億 899 万 9,000 円（16.2％）

歳出　児童発達支援センター建設工事３億 4,300 万円、旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第
２期分）２億 7,870 万円、町道舗装補修工事１億円、橋梁補修工事 8,600 万円、町道
発地馬取線舗装補修工事 5,000 万円、私立保育園運営委託１億 5,234 万円、一般廃棄
物収集運搬委託１億 3,600 万円、可燃ごみ・不燃物処理及び運搬業務委託１億 3,600
万円、ふるさと寄附金教育応援分８億 8,466 万 9,000 円、軽井沢病院事業会計繰出金
７億 8,000 万円、さわやか軽井沢ふるさと基金５億円　他

　
　【国民健康保健事業勘定特別会計】
　　26 億 7,585 万 9,000 円

歳入　国民健康保険税６億 3,840 万円、県支出金保険給付費等交付金普通交付金 17 億 9,031
万 5,000 円　他

歳出　一般被保険者療養給付経費療養給付費 15 億 2,146 万円、一般被保険者後期高齢者支
援金等分１億 9,398 万円　他

　【駐車場特別会計】
　　１億 2,207 万 6,000 円
　　歳入　駐車場使用料	1億 2,000 万円、前年度繰越金 200万円　他
　　歳出　除雪委託 390万円、駐車場整備基金・元金分 7,400 万円　他

ー 11ー



　【介護保険特別会計】　
　　19 億 3,916 万 4,000 円
　　歳入　介護保険料第 1号被保険者保険料４億 152 万 3,000 円、介護給付費交付金４億 7,437 万

8,000 円　他
　　歳出　居宅介護サービス給付費７億 3,583 万 1,000 円、施設介護サービス給付費５億 1,275 万

5,000 円　他

　【後期高齢者医療特別会計】
　　４億 788 万 9,000 円
　　歳入　後期高齢者医療保険料３億 1,428 万 2,000 円、保険基盤安定繰入金 5,445 万 8,000 円　他
　　歳出　後期高齢者医療広域連合納付金３億 7,879 万円 8,000 円　他

　【水道事業会計】
　　収益的収入　営業収益６億 5,059 万 6,000 円、営業外収益 6,017 万 3,000 円　他
　　収益的支出　営業費用７億 591万円、営業外費用 2,020 万 8,000 円　他
　　資本的収入　企業債１億円、施設使用料 3,057 万円
　　資本的支出　建設改良費４億 2,387 万 8,000 円、企業債償還金 7,244 万 8,000 円

　【下水道事業特別会計】
　　収益的収入　公共下水道事業収益７億7,931万 2,000円、農業集落排水事業収益3,192万 8,000 円　
　　収益的支出　公共下水道事業費用７億9,280万 7,000円、農業集落排水事業費用3,544万 6,000 円　
　　資本的収入　公共下水道事業資本的収入１億9,106万円、農業集落排水事業資本的収入450万円　
　　資本的支出　公共下水道事業資本的支出３億 5,218 万 7,000 円、農業集落排水事業資本的支出
　　　　　　　　673万 7,000 円　

　【病院事業会計】
　　収益的収入　医業収益 19億 8,135 万 7,000 円、医業外収益７億 5,748 万 5,000 円　他
　　収益的支出　医業費用 27億 505万円、医業外費用 9,222 万 4,000 円　他
　　資本的収入　補助金１億 9,150 万円、寄付金 1,000 円
　　資本的支出　建設改良費１億 5,000 万円、企業債償還金１億 5,419 万 9,000 円

　
○人事案件
　・副町長の選任について

副町長に上原章生氏を選任することに同意しました。
任期は令和５年３月１日から令和９年２月 28 日までの４年間です。

　・教育長の任命について
教育長に宮本隆氏を任命することに同意しました。
任期は令和５年４月１日から令和７年９月 30 日までの２年６ヶ月です。
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○議会関係
・軽井沢町議会の個人情報の保護に関する条例の制定
　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律により個人情報の保護に関
する法律が改正され、議会を除く地方公共団体の機関における個人情報の取扱いについて同
法が適用されることに伴い、軽井沢町個人情報保護条例が廃止されるため、同法第 5条の規
定に基づき町議会における個人情報の適正な取扱いを確保するために必要な事項を定めるも
のです。

・普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める意見書の提出に　
ついて
　沖縄県において、米軍機による落下物事故および低空飛行・騒音の被害が生じていること
は周知の事実です。特に、市の中心に普天間飛行場を抱える宜野湾市においては、その影響
が大きく市民の生命や安全が脅かされ、学童・園児の学びに影響が出ているという現実があ
ります。
　日本国憲法前文には、「日本国民は正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、
われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、わが国全土にわたって自由
のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないようにす
ることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する」とありま
すが、沖縄・宜野湾市においては、2004 年 8 月の沖縄国際大学構内への米軍ヘリ墜落事故、
2017 年 12 月に緑ヶ丘保育園にて米軍機のものと見られる部品の落下事故、同年 12 月の普
天間第二小校庭への米軍機窓枠落下事故、2021 年 11 月の米軍機から落下した水筒が民家の
玄関先で見つかるなどの事故が相次いで生じています。
　また、宜野湾市の水道水や湧き水から有機フッ素化合物 PFAS が検出され、2022 年 8 月
の市民グループによる調査では普天間第二小の土壌から最大で米国基準値 29 倍の PFAS が
検出されました。これは、「わが国全土に渡って」保障されるはずの自由と平等がないがし
ろにされている状況であると言わざるを得えません。
　日米両政府は、普天間飛行場周辺で学校や病院などの上空飛行を避ける場周経路の設定で
合意していることから、この場周経路を遵守し、宜野湾市民の空の安全を確保することに努
め、また水や土の汚染についても早急に対応することを強く要請するものです。
提出先 : 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、
　　　　環境大臣、	文部科学大臣、厚生労働大臣、内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）　

・介護保険制度改正に関する意見書の提出について　　
　コロナ禍の影響が続き生活が不安定な中、一部では医療費の負担増も実施されました。介
護保険財政の担い手でもある 40 歳以上の勤労者層の多くが収入増を見込めず、高齢者の多
くが年金のみの収入で生活しており、介護保険利用の負担増は利用者にとって過重なものに
なることは明らかです。
　要介護 1・2 の利用者には、認知症の人が多く、認知症の専門的介護を保障できる事業所
等の整備が不十分である現状での地域支援事業への移行は、利用者の状態悪化と介護家族等
の負担増が想定されます。
　介護保険制度の目的である、要介護者の尊厳ある生活の実現と重度化の防止のためには、
適切な介護保険サービスの利用を促進する必要があります。そのために、ケアマネジメント
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は、要介護者等が積極的にサービスを利用できるようにする観点から全額給付されています。
制度もより複雑化していることから専門的なケアマネジメントの恩恵を誰もが平等に享受で
きるよう全額給付を継続すべきであり、介護老人保健施設や介護医療院等は医療提供や在宅
復帰支援の機能を有している介護老人福祉施設とは異なる役割を継続的に担えるよう多床室
の室料を徴収すべきではないことを踏まえ、介護制度改正について強く要望するものです。
提出先 : 厚生労働大臣

・議会活性化特別委員会の報告
1　設置の目的
　本委員会は、町民等の福祉向上のため、「身近で親しみのある議会」「信頼される議会」
「開かれた議会」を目指し、議会に求められている役割と機能の強化を図るため、第 7
次特別委員会からの申し送り事項である住民福祉のための特別委員会の設置要望を踏ま
え、議会としてさらなる議会改革の活性化を検討するべく議長の命を受け、軽井沢町議
会委員会条例第 5条の規定により、令和 3年 5 月に第 8次となる議会活性化特別委員会
を設置した。

2　調査事件
議会改革のさらなる活性化

3　調査項目
議会改革に伴う調査・研究
①住民参加の充実
　・軽井沢高校とのタウンミーティング
　・議場コンサート
②議会 ICT化の充実
　・情報端末機器類活用の検討
　・タブレット端末、ペーパーレス会議システムの導入
③議員相互間の自由討議

4　委員会構成
令和 3年 5月 7日設置

　　5　委員会開催日数　18 日
6　視察回数　1 回
令和 3年 10 月 8 日　
長野県上田市議会（議会 ICT化を推進する上での課題や対応状況について）

　　　　
7　調査活動報告
　議会活性化特別委員会は、月一回の委員会開催を心がけ、第 7次特別委員会から申し
送りとして示された調査項目を、実効性と必要性に鑑み、「住民参加の充実」「議会 ICT
化の充実」「議員相互間の自由討議」の 3項目にしぼりスタートした。

委		員		長 利根川　泰　三 委　　員 寺　田　和佳子

副委員長 横須賀　桃　子 委　　員 市　村　　　守

委　　員 眞　島　聡　子 委　　員 遠　山　隆　雄

委　　員 赤　井　信　夫
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　「住民参加の充実」については、令和 4年 12 月に軽井沢高校とのタウンミーティング
を再開することができ、約 30 名の生徒が 6グループに分かれワークショップ形式で実施
した。高校生から活発な意見が出され、住民参加の充実を図ることができた。後日、高
校生から「美しい町かるいざわ」で過ごすための提案が議会に提出され、軽井沢の住民・
観光客・若者が軽井沢で快適に過ごすための提案をいただいた。今後、この提案につい
ては、議会として取り組むべき若者からの貴重な意見と捉え、議会活動への積極的な活
用を望む。
　なお、住民参加を目的として計画していた議場コンサートについては、令和 4年度も
コロナ禍のため断念することとなった。
　「議会 ICT化の充実」については、ICT化のプロジェクトチームを結成し、タブレッ
ト端末、ペーパーレス会議システムの導入に向けて、検討を進めた。
　グループウェア（ラインワークス）は試験導入後、スケジュールの一括管理、委員会
ごとの連絡調整に活用され浸透した。今後は、公費によるタブレット端末の導入、議案
等のペーパーレス化に向け、継続して町側と協議を進める必要がある。
　「議員相互間の自由討議」については、自由討議や意見の共有は図られているものの、
委員会の枠組みをこえた全員協議会などにおける自由な課題提案や議員同士の意見交換
が必要と考える。
　そのためには提案方法を確立することはもちろんのこと、気軽に提案できる雰囲気づ
くりなどの環境整備にも力を入れ、自由討議が習慣化していくことが望まれる。
　議会活性化特別委員会は、時代や住民のニーズを鋭敏に感じ取りながら、常任委員会
に先んじて新たな事業を試行するのと同時に、議会活動が停滞していないか、柔軟な議
会運営ができているか、議員が変化することで改善・進化する手段はないかと問い続け
る委員会である。今期もコロナ禍という大きな壁に直面しながらも、今できることに取
り組みながら些少なりとも歩みを進めてきた。
　次期体制においても、議会が自らの取り組みにより活性化し、進化させるための委員
会が議会内に存在することを切に願い本委員会の報告とする。
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調査項目 現状・具体的取り組み 課　　題

①	住民参加の
充実

・議場を開放したコンサートは
新型コロナウイルス感染拡大
の影響により中止
・軽井沢高校タウンミーティン
グ（高校生約 30 名）の開催

・タウンミーティングは早めの企画提
出、関係機関への調整を要する。また
継続性が担保できる開催計画を立てる
必要がある。

②	議会ＩＣＴ
化の充実

・タブレット導入、ペーパーレ
ス会議システムの導入検討
・グループウェア（ラインワー
クス）の試験的導入

・タブレット、ペーパーレス会議システ
ムについては、早期導入を目指し協議
を進める。

③	議員相互間
の自由討議

・政策提言への取り組みの際に
は、議員同士の自由討議や意
見の共有はできている。

・自由討議の議事を残し、公開する仕組
みに出来るよう進める。
・討議と討論について、研究を進め、さ
らに深掘りしていく必要がある。
・全員協議会など委員会の枠を超えた場
での課題の提案を可能にする必要があ
り、そのためには提案しやすい環境整
備が必要である。

開　催　日 調　査　事　項 概　　　要

令和 3年 5月 7日 ・正副委員長の互選
・委員（	7 名）（委員会条例第 5条）
・利根川泰三委員長
・横須賀桃子副委員長

令和 3年 6月 3日 ・所管事務調査について
・第 7次議会活性化特別委員会の調査報告書
の引き継ぎ事項について協議し、調査項目
の絞り込みを行い、3項目に決定

令和 3年 7月 30 日 ・議会 ICT化について ・プロジェクトチームでのタブレット端末、
ペーパーレスシステムの検討報告

令和 3年 9月 2日 ・議会 ICT化について ・タブレット端末について協議
・情報通信機器使用基準 ( 案 ) について協議

令和 3年 10 月 8 日
議会活性化特別委員会
ICT化プロジェクト
チーム視察

・上田市議会 ( 議会 ICT化を推進する上での
課題や対応状況について )

令和3年10月14日 ・自由討議について
・議会 ICT化について

・討議と討論について
・プロジェクトチーム視察報告

令和 3年 11 月 8 日 ・議会 ICT化について
・議場コンサートについて

・タブレット端末使用基準（案）、タブレッ
ト端末使用基準解説（案）について協議
・議場コンサートの開催について協議

令和 3年 12 月 9 日
・所管事務調査について
・閉会中の継続審査申し
出について

・所管事務調査の進捗状況について協議
・閉会中の継続審査申し出事項を「議会活性
化に関する事項」とする

令和 4年 1月 20 日 ・議会 ICT化について
・懇談会について

・ICT関連の新年度予算について報告
・今後の ICT化について
・風越学園、軽井沢高校との懇談について

【調査項目の現状・具体的取り組み・課題一覧】

　　８　調査の経過
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開　催　日 調　査　事　項 概　　　要

令和 4年 3月 3日 ・議会 ICT化について ・プロジェクトチームの設置について

令和 4年 4月 8日 ペーパーレス会議システ
ムデモ

・PT対象のペーパーレス会議システムデモ
（キッセイコムテック）

令和 4年 4月 20 日
・議会 ICT化について
・タウンミーティングに
　ついて

・ペーパーレス会議システムデモについて協
議
・軽井沢高校とのタウンミーティングについ
て協議

令和 4年 5月 25 日 ペーパーレス会議システ
ムデモ

・PT対象にペーパーレス会議システムデモ
（東京インタープレイ）

令和 4年 6月 2日
・議会 ICT化について
・タウンミーティングに
　ついて

・タブレット端末の選定
・ペーパーレス会議システム協議
・軽井沢高校とのタウンミーティングについ
て協議

令和 4年 7月 12 日
・議会 ICT化について
・タウンミーティングに
　ついて

・ペーパーレス会議システムについて協議
・タブレット端末について協議
・軽井沢高校とのタウンミーティングについ
て協議

令和 4年 9月 1日
・議会 ICT化について
・タウンミーティングに
　ついて
・議場コンサートについて

・ペーパーレス会議システムについて協議
・軽井沢高校でのタウンミーティングについ
て協議
・議場コンサート開催について協議

令和4年10月 31日
・議会 ICT化について
・タウンミーティングに
　ついて

・ペーパーレス会議システムについて
・軽井沢高校でのタウンミーティングについ
て協議

令和 4年 11 月 4 日 ペーパーレス会議システ
ムデモ

・キッセイコムテック「スマートディスカッ
ション」デモ
・	東京インタープレイ「サイドブックス」デモ

令和 4年 12 月 1 日 ・タウンミーティングに
　ついて

・軽井沢高校タウンミーティングのテーマ、
実施方法について

令和 4年 12 月 8 日
・議会 ICT化について
・閉会中の継続調査申し
出について

・ペーパーレス会議システムの選定について
・閉会中の継続審査申し出事項を「議会活性
化に関する事項」とする

令和4年 12月20日 ・タウンミーティングに
　ついて

・軽井沢高校タウンミーティングの当日の進
め方について協議

令和4年 12月23日 ・軽井沢高校タウンミー
ティング

・軽井沢高校タウンミーティング開催
		（高校生約 30 名）

令和 5年 3月 2日

・タウンミーティングに
　ついて
・議会活性化特別委員会
調査報告書の提出につ
いて

・タウンミーティングでの提案について報告
・議会活性化特別委員会調査報告書（案）に
ついて協議
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平成 15 年　6月　6日〜	平成 16 年 12 月 14 日（第 1次）
平成 21 年　6月　8日〜	平成 23 年　4月 29 日（第 2次）
平成 23 年　5月　2日〜	平成 25 年　4月 19 日（第 3次）
平成 25 年　5月　1日〜	平成 27 年　3月 17 日（第 4次）
平成 27 年　5月　1日〜	平成 29 年　3月 15 日（第 5次）
平成 29 年　5月　1日〜	平成 31 年　3月 12 日（第 6次）
令和	元	年　5月　7日〜	令和	 3	年　3月 17 日（第 7次）
令和		3 年　5月　7日〜	令和	 5 年　3月 10 日（第 8次）

・議会活性化特別委員会の報告
1　設置の目的
　軽井沢町役場庁舎改築周辺整備にあたり計画の進捗状況を把握し、当該事業について
調査・検討するため特別委員会を設置した。

2　調査事件
軽井沢町役場庁舎改築周辺整備事業

3　調査項目
軽井沢町役場庁舎改築周辺整備事業に係る調査・検討

4　委員会構成
令和３年５月７日設置

　　

　　5　委員会開催日数　15 日
6　視察回数　1 回
令和４年 10 月４日
魚沼市役所、長岡市役所（アオーレ長岡）（新庁舎について）

７　調査活動報告
　当特別委員会は新庁舎の議場のあり方等について、事業の進捗に合わせ調査検討を
行った。また本事業に関し、議会から基本計画及び庁舎基本設計（案）について、意見・
要望の申し入れを提出した。　
　町政の拠点であり町の象徴ともなる新庁舎及び周辺施設のあり方を協議する本委員会
の調査項目は、今後数年にわたり、議会が取り組むべき案件として最も大きな部分を占め
ていくと思われる。町長が変わり庁舎改築周辺整備計画が大きく変わる可能性もあること
から、引き続き特別委員会を設置し、調査検討することを望み本委員会の報告とする。
　　　　

委	員	長 赤　井　信　夫 委　　員 横須賀　桃　子

副委員長 眞　島　聡　子 委　　員 川　島　さゆり

委　　員 福　本　　　修 委　　員 佐　藤　幹　夫

委　　員 中　澤　睦　夫 委　　員 市　村　　　守

委　　員 木　内　　　徹 委　　員 佐　藤　敏　明

委　　員 寺　田　和佳子 委　　員 遠　山　隆　雄

委　　員 利根川　泰　三
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開　催　日 調　査　事　項 概　　　要

令和 3年 5月 7日 ・庁舎改築周辺整備事業
検討特別委員会設置

・委員 14 名
（押金洋仁委員長）
（赤井信夫副委員長）

令和 3年 6月 4日

・基本計画・基本設計委
託先の選定について
・議場について
・庁舎改築周辺整備事業
について

・プロポーザル実施要領について協議し町へ
の質疑事項をまとめた
・議場について協議
・庁舎改築周辺整備事業について協議

令和 3年 6月 25 日

・プロポーザル実施要領
について
・議場視察について
・庁舎改築周辺整備事業
について

・プロポーザル実施要領等の質疑事項と回答
について協議
・議場視察はコロナ禍で実施は見送り
・庁舎改築周辺整備事業について協議

令和 3年 9月 3日 ・プロポーザル一次審査
結果について ・プロポーザル審査結果について協議

令和 3年12月10 日

・プロポーザルの結果及
び今後のスケジュール
について
・企画提案書のポイント
について
・住民からの意見・提案
について
・閉会中の継続審査申し
出について

・町よりプロポーザルの結果及び今後のスケ
ジュールについて説明
・企画提案書について協議
・住民からの意見・提案について協議
・継続審査申し出について協議

令和4年3月4日
・住民からの意見の取扱
いについて
・議場について

・住民からの意見の取扱いについて協議
・議場について協議

令和 4年 5月 10 日 ・議場について ・議場について協議

令和 4年 6月 3日 ・議場について
・視察研修について

・議場について協議
・視察先について協議

令和 4年 6月 28 日 ・視察研修について ・視察方面について決定（新潟方面）

令和 4年 7 月 7 日
・庁舎建設及び周辺整備
基本設計（案）の変更
点について

・町より庁舎建設及び周辺整備基本計画 ( 案 )
の変更点について説明

令和 4年 9 月 2 日
・視察研修について
・基本計画及び庁舎基本
設計を踏まえた調査・
研究について

・視察研修について協議
・基本計画及び基本設計について協議

令和4年 10月24日
・新庁舎建設基本設計に
ついて
・議場について
・視察報告について

・町より新庁舎建設基本設計について説明
・議場について協議
・庁舎の視察研修を通して、コスト抑制や決
定プロセスの重要性を再認識できた

　　８　調査の経過
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開　催　日 調　査　事　項 概　　　要

令和 4年 11 月 4 日 ・委員長の互選について
・議員 13 名
（赤井信夫委員長）
（眞島聡子副委員長）

令和 4年11月22日

・議会棟について
・議会とまちづくりを語
る会の意見・要望等に
ついて
・町への要望について

・議会棟について協議
・議会とまちづくりを語る会の意見・要望等
について協議
・町への要望について協議

令和 4年 12 月 9 日

・議会とまちづくりを語
る会の意見・要望等に
ついて
・議会棟について
・閉会中の継続調査申し
出について

・意見・要望等について協議
・議会棟について協議
・継続調査申し出について協議

令和 5年 3月 1 日
・庁舎改築周辺整備事業
検討特別委員会調査報
告書について

・庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会調査
報告書（案）について協議
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令和５年第１回軽井沢町議会定例会３月第 1 回会議

3 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第28号

軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について 即　決 3/23 原案可決

議　案
第29号 令和 4年度軽井沢町一般会計補正予算（第 9号） 即　決 3/23 原案可決

議　案
第30号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 2号） 即　決 3/23 原案可決

同 意
第 3 号 副町長の選任について 即　決 3/23 原案同意

　令和 5年 3月第 1回会議は会議期間 1日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正
1件、補正予算 2件、人事案件 1件でいずれも原案どおり可決・同意しました。

○条例の一部改正　
　・軽井沢町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例

　町長の特命事項を推進するための組織変更により、都市デザイン室を廃止することに伴い、
都市デザイン室に関する規定の削除を行うものです。

○令和４年度補正予算
　【一般会計（第９号）】
　　100 万円追加　　　総額 176 億 7,643 万 7,000 円
歳入　企業版ふるさと応援寄附金 100 万円の増
歳出　企業版ふるさと応援基金・元金分 100 万円の増

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

3月23日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時
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○令和５年度補正予算
　【一般会計（第２号）】
　　6,999 万 2,000 円追加　　　総額 155 億 8,999 万 1,000 円

歳入　新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費負担金 3,330 万円の増、新型コロナウイ
ルスワクチン接種体制確保事業費補助 3,669 万 2,000 円の増

歳出　景観アドバイザー謝礼 100 万円の増、新型コロナウイルスワクチン接種委託 2,800 万
円の増　他

○人事案件
　・副町長の選任について
副町長に小池秀一氏を選任することに同意しました。
任期は令和５年４月１日から令和９年３月 31 日までの４年間です。
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令和５年第２回軽井沢町議会定例会 5 月第１回会議

付　議　事　件

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

選　挙
第 1 号 議長の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 2 号 副議長の選挙 5/1 選　　挙

総務常任委員会及び社会常任委員会の委員の選任につ
いて 5/1 選　　任

予算決算常任委員会及び広報広聴常任委員会の委員の選
任について 5/1 選　　任

議会運営委員会委員の選任について 5/1 選　　任

議会活性化特別委員会の設置及び委員の選任について 5/1 設置·選任

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の設置及び委員の
選任について 5/1 設置·選任

選　挙
第 3 号 佐久広域連合議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 4 号 北佐久郡老人福祉施設組合議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 5 号 浅麓環境施設組合議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 6 号 浅麓水道企業団議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 7 号 森泉山財産組合議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 8 号 佐久市・軽井沢町清掃施設組合議会議員の選挙 5/1 指名推選

選　挙
第 9 号 佐久市・北佐久郡環境施設組合議会議員の選挙 5/1 指名推選

各種審議会等委員の推薦について 5/1 推　　薦

軽井沢町社会福祉協議会理事及び評議員の推薦について 5/1 推　　薦

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

5月	1日 月 本会議 会期の決定、議長の選挙等、議案の上程、提案説明、
質疑、討論、表決 午前 10 時

5 軽井沢町告示第 19 号

ー 23ー



5 月 第 １ 回 会 議 解 説
　令和 5年 5月 1日に招集された議会において、令和 5年第 2回定例会の会期は 12 月 22 日まで
の 236 日間となりました。
　5月第 1回会議は会議期間 1日の日程で開催され、4月 23 日に執行された一般選挙後の初めて
の議会であることから、議長、副議長の選挙をはじめ各常任委員会、特別委員会の委員選任、一
部事務組合議会議員の選挙、各種審議会等委員の推薦を行いました。
　なお、提出された議案は補正予算 1件、人事案件 2件で、いずれも原案どおり可決・同意し、
報告 3件を受けました。
　
○議長の選挙について

　地方自治法第 118 条第 2 項の規定に基づき、臨時議長の指名推選により遠山隆雄議員が当
選し就任しました。

○副議長の選挙について
　選挙により、川島さゆり議員が当選し就任しました。

○総務常任委員会及び社会常任委員会の委員の選任について
　総務常任委員会及び社会常任委員会の委員について、軽井沢町議会委員会条例第 7条第 4項
の規定に基づき、議長の指名により別記のとおり選任しました。
　（３ページ参照）

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

公益財団法人軽井沢大賀ホール評議員及び理事の推薦に
ついて 5/1 推　　薦

議　案
第31号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 3号） 即　決 5/1 原案可決

同　意
第 4 号 監査委員の選任について 即　決 5/1 原案同意

同　意
第 5 号 風俗審議会委員の選任について 即　決 5/1 原案同意

報　告
第 4 号

専決処分の報告について（体罰事案に係る損害賠償の額
を定めること及びこれに伴う和解について） 5/1 報　　告

報　告
第 5 号

専決処分の報告について（軽井沢町町税条例の一部改正
について） 5/1 報　　告

報　告
第 6 号

専決処分の報告について（軽井沢町国民健康保険税条例
の一部改正について） 5/1 報　　告

議員派遣について 即　決 5/1 原案可決
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○予算決算常任委員会及び広報広聴常任委員会の委員の選任について
　予算決算常任委員会及び広報広聴常任委員会の委員について、軽井沢町議会委員会条例第 7
条第 4項の規定に基づき、議長の指名により別記のとおり選任しました。
　（３ページ参照）

○議会運営委員会委員の選任について
　軽井沢町議会委員会条例第7条第4項の規定に基づき、議長の指名により別記のとおり選任し
ました。
　（３ページ参照）

○議会活性化特別委員会の設置及び委員の選任について
　軽井沢町議会委員会条例第 5条の規定に基づき議会活性化特別委員会を設置し、軽井沢町
議会委員会条例第 7条第 4項の規定に基づき議長の指名により別記のとおり委員を選任しま
した。
　（３ページ参照）

○庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の設置及び委員の選任について
　軽井沢町議会委員会条例第 5条の規定に基づき庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会を設
置し、軽井沢町議会委員会条例第 7条第 4項の規定に基づき議長の指名により別記のとおり
委員を選任しました。
　（３ページ参照）

○一部事務組合議員の選挙について
　各組合議会議員の選挙は、地方自治法第 118 条第 2 項の規定に基づき、議長の指名推選に
より別記のとおり当選しました。
　（４ページ参照）

○各種審議会等委員について
　各種審議会等委員は、議長の指名により別記のとおり推薦することとしました。
　（４ページ参照）

○軽井沢町社会福祉協議会理事及び評議員の推薦について
　軽井沢町社会福祉協議会理事及び評議員については、議長の指名により別記のとおり推薦
しました。
　（４ページ参照）

○公益財団法人軽井沢大賀ホール評議員及び理事の推薦について
　公益財団法人軽井沢大賀ホール評議員及び理事については、議長の指名により別記のとお
り推薦しました。
　（４ページ参照）
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○令和 5 年度補正予算
　【一般会計（第 3 号）】
　　2,058 万円追加　　総額 156 億 1,057 万 1,000 円

歳入　低所得子育て世帯生活支援特別給付事務費補助 308 万円の増、低所得子育て世帯生
活支援特別給付事業費補助 1,750 万円の増

歳出　庁舎改築周辺整備事業見直し委員会委員謝礼 3万 6,000 円の増、低所得子育て世帯生
活支援特別給付金給付 1,750 万円の増

○人事案件
　・監査委員の選任について

監査委員に佐藤敏明氏を選任することに同意しました。
任期は令和 5年 5月 1日から令和 9年 4月 29 日までの 4年間です。

　・風俗審議会委員の選任について
風俗審議会委員に土屋好生氏を選任することに同意しました。
任期は令和 5年 5月 1日から令和 5年 6月 29 日までです。

○専決処分の報告
　・体罰事案に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について
　令和 2年 11 月 13 日に発生した軽井沢西部小学校の講師による体罰事案に係る和解が成立
し、令和 5年 3月 24 日付にて専決処分を行ったものです。

　・軽井沢町町税条例の一部改正について
　地方税法等の一部を改正する法律が令和 5年 3 月 31 日に公布され、その一部が同年 4月
1日から施行されることに伴い、軽自動車税の種別割におけるグリーン化特例の適用期限を
延長する改正等を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法施行令の一部を改正する政令が令和 5年 3 月 31 日に公布され、その一部が同年
4月 1日から施行されることに伴い、国民健康保険被保険者の負担の適正化を図るため、後
期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を引き上げる改正及び国民健康保険税の減額の対
象となる所得の基準を見直す改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。
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令和５年第２回軽井沢町議会定例会６月会議

付　議　事　件

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

6月	1日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

6月	5日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

6月	6日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

6月	7日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時 45 分

6月	8日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

6月	9日 金 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

6月12日 月 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

6月13日 火 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

6月16日 金 本会議 委員長報告、表決、
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第32号 軽井沢町町税条例の一部改正について 総務常任委員会 6/16 原案可決

議　案
第33号

令和 5年度町単小型動力ポンプ積載車購入（成沢・追分）
契約の締結について　 総務常任委員会 6/16 原案可決

議　案
第34号

令和 4年度町単児童発達支援センター建設工事変更請負
契約の締結について 社会常任委員会 6/16 原案可決

議　案
第35号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 4号） 予算決算常任委員会 6/16 原案可決

議　案
第36号 令和 5年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 6/16 原案可決

議 案
第37号

令和 5年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 6/16 原案可決

報　告
第 7 号

令和 4年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について 6/1 報　　告

報　告
第 8 号

令和 4年度軽井沢町水道事業会計予算繰越計算書の報告
について 6/1 報　　告

報　告
第 9 号

令和 4年度軽井沢町下水道事業会計予算繰越計算書の報
告について 6/1 報　　告

報　告
第10号 一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について 6/1 報　　告
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

報　告
第11号 公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について 6/1 報　　告

同 意
第 6 号 農業委員会委員の任命について 即　決 6/16 原案同意

同 意
第 7 号 風俗審議会委員の選任について 即　決 6/16 原案同意

請　願
第 1 号

消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を
求める請願書 総務常任委員会 6/16 不	採	択

議員派遣について 6/16 原案可決

６月 会 議 解 説

　令和 5年 6月会議は、6月 1日に再開し、会議期間は 6月 16 日までの 16 日間の日程で開催し
ました。提出された議案は、条例の一部改正 1件、契約の締結 1件、変更契約の締結 1件、補正
予算 3件、人事案件 2件でいずれも原案どおり可決・同意し、報告 5件を受けました。
　議会関係では、請願 1件を審査のうえ不採択とし、議員派遣について原案どおり可決しました。

○条例の一部改正
　・軽井沢町町税条例

　地方税法（昭和 25 年法律第 226 号）等が改正されることに伴い、森林環境税の導入に対
応する改正、軽自動車税の種別割のミニカー区分から３輪の特定小型原動機付自転車を除外
する改正等を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○契約の締結
　・令和５年度町単小型動力ポンプ積載車購入（成沢・追分）契約

　第１分団第３部成沢及び第３分団第 10 部追分に配備されている積載車両が購入から 20 年
が経過することから、消防団配備用車両更新基準に基づき更新配備するものです。
　　　　　　契		約		金		額　　　1,837 万円
　　　　　　契約の相手方　　　株式会社コウサカ佐久出張所
　　　　　　納		入		期		限　　　令和６年３月 21 日

○変更契約の締結
　・令和４年度町単児童発達支援センター建設工事変更請負契約の締結

　設計図書の部材数量などに誤りがあったことに伴い、契約額を 808 万 5,000 円増額するも
のです。
　　　　　　変更後の契約額　３億 3,478 万 5,000 円
　　　　　　契約の相手方　株式会社竹花組軽井沢営業所
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○令和５年度補正予算
　【一般会計（第４号）】
　　１億 3,254 万 4,000 円追加　　総額 157 億 4,311 万 5,000 円

歳入　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 6,194 万 8,000 円の増、コミュニ
ティ助成事業助成金 650 万円の増　他

歳出　財政調整基金・元金分８億7,000万円の減、「よぶのる軽井沢」実証実験運行負担金2,300
万円の増　他

　【駐車場特別会計（第１号）】
　　4,200 万円追加　　総額１億 6,407 万 6,000 円

歳入　駐車場使用料 2,500 万円の減、駐車場整備基金 6,700 万円の増
歳出　町営旧軽井沢駐車場等解体工事１億 1,200 万円の増、駐車場整備基金・元金分 7,000

万円の減　他

　【軽井沢病院事業会計補正予算（第１号）】
収益的収入　医業収益　　	　4,309 万円の増　	総額　28 億			896 万 4,000 円
収益的支出　医業費用　　	　3,607 万円の増　	総額　28 億 7,446 万 6,000 円　
資本的支出　建設改良費　　			374 万円の増　	総額　		3 億			793 万 9,000 円

○その他
　・令和４年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

社会資本整備総合交付金道路舗装補修事業
合計金額 5,000 万円、翌年度繰越額 5,000 万円（財源内訳：未収入特定財源 1,480 万円、一般
財源 3,520 万円）

　・令和４年度軽井沢町水道事業会計予算繰越計算書の報告について
国道 18 号交通対策工事に伴う配水管布設替工事
合計予算計上額 1,210 万円、支払義務発生額 254 万 4,300 円、翌年度繰越額 955 万 5,700 円（財
源内訳：当年度損益勘定留保資金 955 万 5,700 円）

　・令和４年度軽井沢町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
社会資本整備総合交付金下水道ストックマネジメント事業　他１件
合計予算計上額 3,214 万円、支払義務発生額 504 万円、翌年度繰越額 2,710 万円（財源内訳：
国庫補助金 350 万円、当年度損益勘定留保資金 2,360 万円）

　・一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について
　・公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について

○人事案件
　・農業委員会委員の任命
農業委員会委員に下記の者を任命することに同意しました。
依田美和子氏、土屋哲氏、土屋史彦氏、坂本雄樹氏、加藤一秀氏、岩井朗浩氏、市村初仁氏、
佐藤寛治氏、片山修氏、篠原友紀氏、栁澤友男氏、市村正喜氏、栁澤昌代氏、諸星恵美子氏
任期は令和５年７月 20 日から令和８年７月 19 日までの３年間です。
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・風俗審議会委員の選任
風俗審議会委員に下記の者を選任することに同意しました。　　　
饗場晴雄氏、五十嵐政勝氏、黒川光博氏、小坂壮太郎氏、大工原亮子氏、土屋好生氏、土屋
芳春氏、中里順一氏、平澤セツ子氏、福永光治氏
任期は、令和５年６月 30 日から令和７年６月 29 日までの２年間です。

○請願

請願件名 請願者 審査結果

消費税「適格請求書（イ
ンボイス）方式」の実施
延期を求める請願書

小諸市古城 3-3-12
浅間民主商工会　
会長　橋本　一夫　
紹介議員　中澤　睦夫

不採択
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令和５年第２回軽井沢町議会定例会 7 月第 1 回会議

7 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第38号

児童扶養手当に係る損害賠償の額を定めること及びこ
れに伴う調停について 即　決 7/11 原案可決

議　案
第39号 令和５年度軽井沢町一般会計補正予算（第５号） 即　決 7/11 原案可決

　令和 5年 7 月第 1回会議は会議期間 1日の日程で開催し、提出された議案は、補正予算 1件、
その他 1件でいずれも原案どおり可決しました。

○令和５年度補正予算
　【一般会計（第５号）】

２億 3,094 万 5,000 円追加　　　総額 159 億 7,406 万円
歳入　地方スポーツ振興費補助 994 万 6,000 円の増、さわやか軽井沢ふるさと寄附金２億円

の増
歳出　ふるさと寄附金受入事務委託 5,300 万円の増、調停申立事件に係る解決金 242万円の増

○その他
　・児童扶養手当に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う調停について

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

7月11日 火 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、
質疑、討論、表決 午前 10 時
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令和 5 年第２回軽井沢町議会定例会９月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議 	 案
第40号 佐久市・軽井沢町清掃施設組合規約の変更について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議　案
第41号 軽井沢町児童発達支援センター条例の制定について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議　案
第42号 軽井沢町犯罪被害者等支援条例の制定について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議　案
第43号 軽井沢町町営住宅に関する条例の一部改正について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議　案
第44号

軽井沢町営駐車場管理事務所会議室使用に関する条例の
廃止について 総務常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第45号

令和 5年度町単町営旧軽井沢駐車場等解体工事請負契約
の締結について 総務常任委員会 9/21 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

8月31日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

9月	4日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

9月	5日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

9月	6日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時 40 分

9月	7日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

9月	8日 金 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

9月11日 月 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

9月12日 火 委員会 予算決算常任委員会（補正予算） 午前 10 時

9月13日 水 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9時

9月14日 木 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9時

9月15日 金 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9時

9月19日 火 委員会 予算決算常任委員会（決算審査） 午前　9時

9月21日 木 本会議 委員長報告、質疑、討論、表決、決算認定
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議 案
第46号

令和 5年度町単旧軽井沢公民館建築工事請負契約の締結
について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第47号

令和 3年度国補重要文化財・旧三笠ホテル建造物保存修
理工事（第 2期分）変更請負契約の締結について 社会常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第48号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 6号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第49号

令和 5年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 1号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第50号 令和 5年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第51号 令和 5年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第52号

令和 5年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
1号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第53号 令和 5年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

議 案
第54号

令和 4年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳
出決算認定について 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

及び認定

議 案
第55号

令和 4年度軽井沢町下水道事業会計利益の処分及び歳入
歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/21 原案可決

及び認定

議 案
第56号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 7号） 即　決 9/21 原案可決

認 定
第 1 号 令和 4年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/21 認　　定　　

認 定
第 2 号

令和 4年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳
入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/21 認　　定

報 告
第12号 決算に関する附属書類の報告について 8/31 報　　告

報 告
第13号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 8/31 報　　告

諮 問
第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 即　決 9/21 適　　任

同 意
第 8 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 即　決 9/21 原案同意

同 意
第 9 号 教育委員会委員の任命について 即　決 9/21 不	同	意

陳 情
第 3 号

「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情
書 社会常任委員会 9/21 採　　択

発　委
第 4 号 「健康保険証」の存続を求める意見書の提出について 即　決 9/21 原案可決

議員派遣について 即　決 9/21 原案可決
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９ 月 会 議 解 説

　令和５年９月会議は、８月 31 日に再開し、会議期間は９月 21 日までの 22 日間の日程で開催
しました。提出された議案は、条例の制定２件、条例の一部改正１件、条例の廃止１件、契約の
締結２件、変更契約の締結１件、補正予算７件、その他１件でいずれも原案どおり可決し、報告
２件を受けました。なお、人事案件３件については、２件を適任・同意とし、１件を不同意とし
ました。
　また、令和４年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算、令和４年度下水道事業
会計利益の処分及び歳入歳出決算については可決・認定し、令和４年度軽井沢町各会計歳入歳出
決算及び令和４年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算についても認定しま
した。
　議会関係では、陳情１件を審議のうえ採択とし、発委による意見書の提出についても原案どお
り可決とし、関係機関へ送付しました。また、議員派遣についても原案どおり可決となりました。

○規約の変更
　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合規約

　佐久市・軽井沢町清掃施設組合が解散した場合における事務の承継並びに決算の調整、審
査及び認定について、協議の方法に関する条文を加えるもので、規約を変更するに当たり、
地方自治法の規定により議会の議決を要するものです。

○条例の制定
　・軽井沢町児童発達支援センター条例

　心身の発達に支援が必要な児童の福祉の向上を図るため、障害児の日常生活における基本
的な動作の習得、自立に必要な知識及び技能の習得並びに集団生活への適応を支援するとと
もに、障害児及び障がいの疑いのある児童に係る相談を実施する児童福祉法に規定する福祉
型児童発達支援センターの設置及び管理に関し必要な事項を定めるものです。

　・軽井沢町犯罪被害者等支援条例
　犯罪被害者等基本法の趣旨にのっとり、犯罪被害者等の支援に関し基本理念を定め並びに
町の責務及び町民等の役割を明らかにするとともに、犯罪被害者等支援の基本となる事項を
定め、犯罪被害支援者等支援を総合的に推進することにより、犯罪被害者等が受けた被害の
早期の回復及び軽減並びに犯罪被害者等の生活の再建及び権利利益の保護を図り、誰もが安
心して暮らすことができる社会の実現に寄与するために必要な事項を定めるものです。

○条例の一部改正
　・軽井沢町町営住宅に関する条例
　犯罪等により従前の住居に居住することが困難となった犯罪被害者等の居住の安定を図る
ため、町営住宅の入居者の要件に同居者を不要とする規定を追加する改正を行うもののほか、
所要の改正を行うものです。
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○条例の廃止
　・軽井沢町営駐車場管理事務所会議室使用に関する条例
　旧軽井沢駐車場の平面化に伴い、同駐車場に附帯する管理事務所を廃止することから、本
条例を廃止するものです。

〇契約の締結
　・令和５年度町単町営旧軽井沢駐車場等解体工事請負契約

　町営旧軽井沢駐車場鉄骨地上１階２層造駐車場等、延べ床面積 7,159 平方メートル及び駐
車場東にある木造２階建て管理棟 261 平方メートルを解体するほか、防災無線の移設、消防
ホースがけのポール移設工事、駐車場からロータリー方面へ続くインターロッキングの補修
を行うものです。
　　　　　　契		約		金		額　　　２億 1,395 万円
　　　　　　契約の相手方　　　株式会社村瀬組
　　　　　　工　　　　期　　　令和６年７月 24 日

　・令和５年度町単旧軽井沢公民館建築工事請負契約
　既存の公民館については、昭和 27年旧軽井沢診療所として開設され、昭和 50年４月に旧
軽井沢公民館となって以来、48年間利用されており、建物の老朽化に伴い、隣接する敷地面
積 614.3 平方メートルの旧軽井沢団地入居者用駐車場跡地において新たに建築するものです。
　　　　　　契		約		金		額　　　１億 9,690 万円
　　　　　　契約の相手方　　　株式会社竹花組軽井沢営業所
　　　　　　工　　　　期　　　令和７年２月 28 日

〇変更契約の締結
　・令和３年度国補重要文化財・旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第２期分）変更請負契約
　世界経済状況等により資材の急激な価格水準の変動が生じていること及び労務単価が急激
に上昇しており、価格水準の変動に対応する適切な措置を講ずる必要があることからインフ
レスライドを実施するもののほか、数量精査及び耐震補強鉄骨の結露対策工事ほかを追加す
るものです。
　　　　　　変更後の契約額　　８億 1,186 万 6,000 円
　　　　　　契約の相手方　　清水建設株式会社長野営業所

○令和５年度補正予算
　【一般会計補正予算（第６号）】
　　13 億 5,113 万 9,000 円追加　　総額 173 億 2,519 万 9,000 円

歳入　長野県価格高騰特別対策支援事業補助 1,678 万円の増、がけ地近接等危険住宅移転事
業補助 20 万円の増　他

歳出　LGWAN無線機器接続設定作業委託 2,156 万 5,000 円の増、校舎増築設計委託（西部
小学校）5,500 万円の増　他

ー 35ー



　【一般会計補正予算（第７号）】
　　2,000 万円追加　　総額 173 億 4,519 万 9,000 円

歳入　財政調整基金 2,000 万円
歳出　アイスアリーナ自動火災報知機改修工事 1,800 万円の増、公園施設修繕料 200万円の増

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）】
　　3,110 万 3,000 円追加　　総額 27 億 696 万 2,000 円

歳入　財政調整基金繰入金 880万円の減、療養給付費等返還金 1,240 万 5,000 円の増
歳出　一般被保険者医療給付費3,126万2,000円の減、一般被保険者後期高齢者支援金等分1,052

万 2,000 円の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第２号）】
　　3,391 万 3,000 円追加　　総額１億 9,798 万 9,000 円

歳入　駐車場使用料 960万円の増、前年度繰越金 2,431 万 3,000 円の増
歳出　印刷製本費 60万円の増、駐車場整備基金・元金分 3,300 万円の増　他

　【介護保険特別会計補正予算（第１号）】
　　6,537 万 3,000 円追加　　総額 20 億 453 万 7,000 円

歳入　介護保険基金繰入金 1,899 万 9,000 円の増、前年度繰越金 4,635 万 7,000 円の増
歳出　第１号被保険者保険料還付金 267万 8,000 円の増、償還金 6,345 万 5,000 円の増　他

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）】
　　3,057 万 8,000 円追加　　総額４億 3,846 万 7,000 円

歳入　繰越金 2,943 万 2,000 円の増、還付金 114万 6,000 円の増
歳出　後期高齢者医療広域連合納付経費保険料等負担金 2,931 万 7,000 円の増、後期高齢者医

療保険料還付金 114万 6,000 円の増　他

　【水道事業会計補正予算（第１号）】
資本的収入　企業債　　	　１億円の減　													総額　	3,057 万円
資本的支出　建設改良費　	１億 1,000 万円の減　		総額　３億 8,632 万 6,000 円　

○人事案件
　・人権擁護委員候補者の推薦

人権擁護委員候補者に髙尾幸男氏、川嶋恵子氏を推薦することを適任と認めました。
任期は、法務大臣より委嘱の日から３年間です。

　・固定資産評価審査委員会委員の選任
固定資産評価審査委員会委員に油井克夫氏を選任することに同意しました。　　　
任期は、令和５年 10月１日から３年間です。

　・教育委員会委員の任命
教育委員会委員に中澤眞弓氏を任命することに不同意しました。　　　
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○陳情
　

○議会関係
　・「健康保険証」の存続を求める意見書の提出について

　政府は、2024 年秋に現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一本化する法案を
可決・成立しましたが、誤登録や情報漏えい、「資格無効」と表示される等、マイナ保険証に
関するトラブルが続出しており、多くの患者・国民が不安を抱えています。
　長野県保険医協会が実施したアンケート調査（回答数 121 件）では、オンライン資格確認
システムを運用する医療機関 106件のうち、71件 (67％ ) が何らかのトラブルを経験していま
す。トラブルの内容としては、他人の情報が紐づけられていたケースが２件あり、誤紐づけ
による投薬・診療情報の取り違えは、重大な医療事故につながりかねず、機微性の高い医療
情報を他人が閲覧できる状態になっていたことは重大な問題です。また、保険資格が確認出
来ず、窓口で 10割負担となったケースが６件あり、経済的理由により受診が困難となること
も懸念されます。さらに、寝たきりや認知症、ひとり暮らしの高齢者や心身に障がいを持つ方々
は十分に対応が出来ずに必要な医療を受ける権利が損なわれる恐れもあり、国民の生命に関
わる深刻な事態にも発展しかねず、誰もが安心して医療が受けられる「国民皆保険」の土台
を揺るがす重大な問題でもあります。
　いつでもどこでもだれでもが安心して医療を受けられるよう、健康保険証の廃止は行わず
に現在の健康保険証の存続を求める意見書を提出しました。
提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、法務大臣、デジタル大臣、衆議院議長、

参議院議長

陳情件名 陳情者 審査結果

「健康保険証」の存続に関す
る意見書の提出を求める陳
情書

長野市若里 1-5-26
長野県保険医協会
会長　宮沢　裕夫

採　択
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令和 5年９月 21 日

　　　軽井沢町議会議長
　　　　　遠　山　隆　雄　	殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　横須賀　桃　子　

予算決算常任委員会決算審査報告書
　本委員会に付託された下記の案件は、９月 13 日・14 日・15 日・19 日の４日間にわたり委員
会を開催して審査が終了したので、会議規則第 77 条の規定により報告します。

記

議案第54号　　令和4年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

議案第55号　　令和4年度軽井沢町下水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

認定第１号　　令和4年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定第２号　		令和4年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認定
について
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基　本　方　針

　本委員会は、付託された議案を審査するにあたり、議決された予算が適正に執行されているか
を審査する。
　あわせて、執行された予算についての行政効果の達成度、また財源の確保等が行財政運営にい
かに活かされているかを総合的に判断し、今後の町政進展に役立たせる審査となることを基本方
針とする。

審　査　結　果

　議案第 54 号、議案第 55 号、認定第 1号及び認定第 2号を慎重に審査した結果、議案第 54 号、
議案第 55 号の利益の処分について原案を可決し、決算認定に対し歳入歳出とも正確かつ議決し
た予算どおり執行されているので、下記の意見を付して認定すべきものとした。

意　　　　　見

　令和 4年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響がなお住民の暮らしや地域経済に大
きな影響をおよぼしたが、そうした中においても極めて健全な財政運営がなされたことは評価し
たい。
　AI-OCR 導入後の効果の検証がない状況にあるが、今後DX推進方針のもと様々な IT機器・
システムの導入が予想される。導入後には十分な検証を実施し、町民にその効果を明らかにして
いただきたい。
　委託先の選定や入札においては、競争入札や相見積もりなどで競争原理が働くことが原則であ
る。庁舎改築周辺整備事業やOA機器の導入、ソフトウェア保守委託などの際、比較検討の機
会を確保していくべきである。
　軽井沢病院は一般会計より約 10 億円を繰り入れた。病院会計については、固定資産台帳など、
経理の基本資料を正確に揃えた上で公認会計士を積極的に活用するなど経営改善を図られたい。
コロナ禍での患者減少はあるが、安心して来院してもらえるよう一層の努力が必要である。
　上下水道事業や地域整備事業の技術職をはじめ、保健師・保育士など専門職の確保のために処
遇や職場環境の改善に努められたい。人材の確保・育成が最も重要である。
　コロナ禍を経験し様々な価値観が併存している中にあって、町は事業効果の不断の検証をしつ
つ、必要であれば見直しを行うなど柔軟な姿勢で将来を見据えた施策が実施されることを望む。
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令和４年度軽井沢町各会計決算及び基金運用状況
審査意見書の提出について

　地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 233 条第２項及び第 241 条第５項並びに地方公営企業
法（昭和 27 年法律第 292 号）第 30 条第２項の規定により審査に付された令和４年度軽井沢町一
般会計、特別会計及び企業会計の決算並びに関係書類並びに基金の運用状況を示す書類を審査し
たので、その結果について次のとおり意見書を提出する。

第１　審査の概要
　１　審査の対象
　　⑴　令和４年度軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　⑵　令和４年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　⑶　令和４年度軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　⑷　令和４年度軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　⑸　令和４年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　　⑹　令和４年度軽井沢町水道事業会計決算
　　⑺　令和４年度軽井沢町下水道事業会計決算
　　⑻　令和４年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計決算
　　⑼　令和４年度基金の運用状況

　２　審査の期間
　　　令和５年７月 13 日から同年８月９日まで

　３　審査の方法
　この決算審査に当たっては、町長から提出された各会計の決算及び関係書類並びに各基金
の運用の状況を示す書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財産の管理は適
正か、予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿の検査を行い、
例月出納検査の結果及び各課等に提出を求めた資料を参考にして、関係職員から説明を聴取
する等の方法により、軽井沢町監査基準に準拠して審査を実施した。

第２　審査の結果※

　1　 審査の総括的意見
　審査に付された各会計の決算及び関係書類は、重要な点において、法令に適合し、かつ正
確であると認められた。また、基金の運用の状況を示す書類は、重要な点において、その計
数が正確であり、各条例の設置の目的に従って適正に運用されているものと認められた。
※　計数は、表示単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合がある。
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　2　一般会計及び特別会計の総計決算状況
 （単位：円）

　一般会計と特別会計を合わせた総計決算額について、歳入の決算額は 235 億 5,828 万円で
前年度（227 億 9,605 万円※）と比較して７億 6,223 万円増加し、歳出の決算額は 219 億 2,858
万円で前年度（210 億 3,627 万円※）と比較して８億 9,231 万円増加した。歳入歳出差引額（形
式収支額）は、16 億 2,970 万円で、前年度（17 億 5,978 万円※）と比較して１億 3,008 万円
減少した。翌年度への実質繰越額（実質収支額）は、翌年度へ繰り越すべき財源 3,520 万円
を差し引いた 15 億 9,450 万円で、前年度（15 億 7,784 万円）と比較して 1,666 万円増加した。
※　比較のため、令和４年４月から公営企業会計に移行した公共下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計を除

いた額としている。

　
　3　各会計の決算状況
　　⑴　軽井沢町一般会計

（単位 : 円）

ア　総　　括
　歳入決算額は 184 億 8,849 万円で、前年度と比較して 6億 9,606 万円増加した。歳出決算
額は 170 億 4,344 万円で、前年度と比較して 8億 688 万円増加した。歳入歳出差引額（形式
収支額）は、14 億 4,505 万円で前年度と比較して 1億 1,082 万円減少した。
　翌年度への実質繰越額は、翌年度へ繰り越すべき財源（社会資本整備総合交付金道路舗装
補修事業の3,520万円）を差し引いた14億 985万円で、前年度と比較して3,591万円増加した。
　令和 4年度における地方債の新規の借入れはなく、元金償還金は 3億 3,375 万円で、年度
末の地方債残高は、17 億 9,014 万円（前年度 21 億 2,389 万円）となった。

一般会計及び特別会計の総計決算状況
区　分

会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
（形式収支額）

一 般 会 計 18,488,494,874 17,043,444,731 1,445,050,143

特 別 会 計 5,069,782,262 4,885,134,050 184,648,212

国民健康保険事業勘定 2,639,624,601 2,607,280,268 32,344,333

駐 車 場 160,040,919 133,726,930 26,313,989

介 護 保 険 1,879,506,916 1,783,149,542 96,357,374

後 期 高 齢 者 医 療 390,609,826 360,977,310 29,632,516

合　　　　計 23,558,277,136 21,928,578,781 1,629,698,355

区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率
予 算 現 額 18,142,707,000 17,505,202,937 3.6％

歳 入 決 算 額 18,488,494,874 17,792,434,971 3.9％

歳 出 決 算 額 17,043,444,731 16,236,560,151 5.0％

歳 入 歳 出 差 引 額 1,445,050,143 1,555,874,820 △7.1％

翌年度へ繰り越すべき財源 35,200,000 181,935,000 △80.7％

翌年度への実質繰越額 1,409,850,143 1,373,939,820 2.6％

一般会計及び特別会計の総計決算状況
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　町の収入の根幹である町税収入は、一般会計の歳入の 56.0 パーセントであった。
　内閣府の月例経済報告（令和 5年 7月）によると、先行きについては、雇用・所得環境が
改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されるが、世界的
な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなってお
り、また、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があるとされている。
　当町では、今後、第 6次軽井沢町長期振興計画に基づき、庁舎改築周辺整備事業が本格化
していくとともに、公共施設、インフラ等の老朽化に伴う長寿命化対策、少子高齢化社会の
進展に対する対策、自治体DXの推進、多種多様なニーズへの対応等、多くの課題に対応す
るため多額の経費を要するものと考えられる。
　こうした状況から、経常的経費を含めた歳出の更なる縮減に努め、限られた財源を有効活
用するとともに、今後必要となる事業に向けて自主財源を含む財源の確保及び経営の効率化
に努める必要がある。

イ 　歳　　入
　令和 4年度の自主財源は 155 億 2,853 万円、依存財源は 29 億 5,996 万円で、歳入全体に占
める自主財源の構成比率は 84.0 パーセントとなり、前年度から 3.6 ポイント増加した。
　自主財源の大部分を占める町税は総額 103 億 6,071 万円で、前年度（96 億 4,260 万円）と
比較して 7億 1,811 万円増加した。これは主に固定資産税が 3億 8,126 万円、個人町民税が
1億 7,861 万円、法人町民税が 6,584 万円増加したことによるものである。
　町税の収納状況をみると、収入歩合は、現年度課税分 99.0 パーセント（前年度 98.9 パー
セント）、滞納繰越分 14.1 パーセント（前年度 17.1 パーセント）で合わせて 93.3 パーセン
トとなり前年度（92.6 パーセント）と比較して 0.7 ポイント上回った。令和 4年度のコンビ
ニエンスストアにおける収納は、45,711 件（前年度 42,364 件）で 8億 6,791 万円、前年度（7
億 9,883 万円）と比較して 6,908 万円増加した。長野県地方税滞納整理機構へ移管した額は
2,779 万円（前年度 2,860 万円）で、徴収した額は 824 万円（前年度 1,134 万円）であった。
　町税の不納欠損額は 1,219 万円で、前年度（2,860 万円）と比較して 1,641 万円減少した。
不納欠損の内訳は、滞納繰越分の固定資産税 597 万円、個人町民税 366 万円等である。
　町税の収入未済額は 7億 3,011 万円で、前年度（7億 4,612 万円）と比較して 1,601 万円減
少した。これは主に固定資産税の未済額が 1,194 万円減少したためである。
　町税の不納欠損額が昨年度と比べて減少しており、収入済額及び収入歩合も昨年度と比べ
て上昇しているが、引き続き未収金発生を未然に防止することに努められたい。また、税負
担の公平性を確保するために、引き続き滞納者ごとの実態を的確に把握し、効果的かつ効率
的な滞納整理に努められたい。
　平成 25 年度から令和元年度に建築確認申請のあった家屋について、固定資産税等の課税
額が未評価状態となっていたことによる課税漏れが発覚した件については、原因に関する調
査を行い、再発の防止にしっかりと取り組まれたい。
　普通財産である町有地の売却について、その契約に係る事務処理に問題があると思われる
案件があった。歳入歳出の根拠である契約には、不備がないよう、確実な事務処理に努めら
れたい。

ウ 　歳　　出　
　令和 4年度の主な事業としては、総務費では、地域再生可能エネルギーポテンシャル調査
業務委託 939 万円、地域で取り組む国際交流・国際人材育成事業委託 3,500 万円、エネルギー
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価格高騰対策生活応援給付金 2億 460 万円、公共サインガイドライン策定業務委託 462 万円、
信大・東大連携協定事業地域課題研究寄附講座開設事業寄附金 5,000 万円及び燃料価格高騰
対策公共交通事業者支援給付金 2,820 万円、民生費では、電力・ガス・食料品等高騰緊急支
援給付金1億 1,810万円、病児・病後児保育事業委託1,007万円、保育事業所整備補助1億 2,618
万円及び低所得子育て世帯生活支援特別給付金 1,605 万円、衛生費では、環境基本計画策定
業務委託 1,221 万円及び電動式刈払機等普及促進補助 2,216 万円、農林水産業費では、有害
鳥獣駆除報償金 604 万円、ツキノワグマ対策事業委託 1,786 万円及び肥料・飼料価格高騰対
策農業者支援事業給付金 1,935 万円、商工費では、新型コロナウィルス感染症対策緊急資金
利子補給 1,130 万円、屋外Wi-Fi 設置工事 213 万円、G7 外相会合事業 310 万円及び正宗白
鳥詩碑移設整備工事 999 万円、土木費では、湯川橋架替工事 7,480 万円、都市計画マスター
プラン見直し業務委託 572 万円及び屋外テニスコート照明 LED化工事 3,135 万円、消防費
では、小型動力ポンプ積載車購入 825 万円、教育費では、プレハブ仮設校舎借上料 6,500 万
円、小学校給食食材費 6,127 万円、中学校給食食材費 3,089 万円、公益財団法人軽井沢大賀
ホール運営費補助 8,572 万円、図書館システム・ホームページ更新作業委託 1,089 万円、追
分宿津軽屋建造物調査委託 399 万円、旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第 2期分）2億 2,920
万円及び軽井沢文学散歩作成委託 396 万円が挙げられる。
　各特別会計等への繰出金は、軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計へ 1億 9,551 万円（前
年度 1億 9,596 万円）、軽井沢町介護保険特別会計へ 2億 7,224 万円（前年度 2億 7,540 万円）、
軽井沢町後期高齢者医療特別会計へ 7,047 万円（前年度 7,026 万円）、軽井沢町下水道事業会
計（公共下水道事業）へ 3億 7,229 万円（前年度は、軽井沢町公共下水道事業特別会計へ 2
億 6,600 万円）、軽井沢町下水道事業会計（農業集落排水事業）へ 3,050 万円（前年度は、軽
井沢町農業集落排水事業特別会計へ6,620万円）及び軽井沢病院事業会計へ9億8,682万円（前
年度 6億 9,500 万円）、合計 19 億 2,783 万円で前年度（15 億 6,882 万円）と比較して 3億 5,901
万円増加した。
　公債費は 3億 5,331 万円で、前年度（4億 1,925 万円）より 6,594 万円減少した。
　信大・東大連携協定事業地域課題研究寄附講座開設事業寄附金について、その支出が目的
外であるとする住民監査請求に係る監査を行ったところ、町職員の違法又は不当な公金の支
出は認められなかったが、歳出については、その適法性及び妥当性について説明することに
より、住民の理解を得るよう努められたい。
　今後も民生費等への経費増加が予想されるため、引き続き各事業の歳入確保に努め、より
適正な歳出予算の執行管理に努められたい。

⑵　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計
（単位 : 円）

区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率
予 算 現 額 2,686,912,000 2,694,609,000 △0.3％

歳 入 決 算 額 2,639,624,601 2,674,886,416 △1.3％

歳 出 決 算 額 2,607,280,268 2,626,143,240 △0.7％

歳 入 歳 出 差 引 額 32,344,333 48,743,176 △33.6％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 32,344,333 48,743,176 △33.6％

軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計の決算状況
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　国民健康保険の被保険者は、人口 2万 1,456 人（令和 4年度末現在）のうち 5,583 人、加
入率は 26.0 パーセントで前年度（27.2 パーセント）と比較して 1.2 ポイント減少した。加入
世帯数は 3,625 件で、前年度（3,694 件）と比較して 69 件減少した。
　療養給付の給付件数は 80,677 件で、前年度（80,422 件）と比較して 255 件増加し、費用
額は 19 億 8,738 万円で、前年度（20 億 3,804 万円）と比較して 5,066 万円減少した。1人当
たりの費用額は 34 万 7,080 円で、前年度と比較して 9.0 パーセント減少した。
　歳入の決算額は、26 億 3,962 万円で前年度と比較して 3,527 万円減少した。
　国民健康保険税の収入済額は 6億 4,544 万円（前年度 6億 3,024 万円）、不納欠損額は 317
万円（前年度 636 万円）、収入未済額は 2億 173 万円（前年度 2億 232 万円）である。収入
歩合は、現年度課税分が 94.1 パーセントで、前年度と変わらなかった。滞納繰越分を含む
全体の収入歩合は、75.9 パーセントで前年度（75.3 パーセント）と比較して 0.6 ポイント上回っ
た。引き続き滞納の削減に努められたい。
　歳出の決算額は 26 億 728 万円で、前年度と比較して 1,886 万円減少した。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、3,234 万円となっている。
　特定健診の受診率がコロナ禍以前の状況まで回復している。今後も、医療費の削減を図る
ため、対象者への特定健診の受診を促し、受診率をさらに引き上げるよう努められたい。

　
⑶　軽井沢町駐車場特別会計

	（単位 : 円）

　歳入の決算額は、１億 6,004 万円で前年度と比較して 4,532 万円増加した。令和４年度の
利用台数は 40 万 8,136 台で、前年度（30 万 4,101 台）と比較して 10 万 4,035 台増加した。
　歳出の決算額は１億 3,373 万円で、前年度と比較して 3,670 万円増加した。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 2,631 万円となっている。
　前年度と比較して利用台数及び駐車場利用料金の収入が増加している。今後も利便性の向
上及び施設の効率的な運用に努められたい。

区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率
予 算 現 額 143,430,000 109,268,000 31.3％

歳 入 決 算 額 160,040,919 114,717,273 39.5％

歳 出 決 算 額 133,726,930 97,029,836 37.8％

歳 入 歳 出 差 引 額 26,313,989 17,687,437 48.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 26,313,989 17,687,437 48.8％

軽井沢町駐車場特別会計の決算状況
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区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率
予 算 現 額 1,980,337,000 1,840,751,000 7.6％

歳 入 決 算 額 1,879,506,916 1,855,742,354 1.3％

歳 出 決 算 額 1,783,149,542 1,725,794,847 3.3％

歳 入 歳 出 差 引 額 96,357,374 129,947,507 △25.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 96,357,374 129,947,507 △25.8％

区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率
予 算 現 額 367,581,000 354,316,000 3.7％

歳 入 決 算 額 390,609,826 358,268,601 9.0％

歳 出 決 算 額 360,977,310 350,745,584 2.9％

歳 入 歳 出 差 引 額 29,632,516 7,523,017 293.9％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 29,632,516 7,523,017 293.9％

⑷　軽井沢町介護保険特別会計
	（単位 : 円）

　要支援及び要介護の認定者数は、778 人（前年度 826 人）であった。
　介護給付及び予防給付に係るサービスの受給者数は 761 人（前年度 832 人）でその内訳は、
居宅介護サービス又は介護予防サービスの受給者 554 人、地域密着型介護サービス又は地域
密着型介護予防サービスの受給者 79 人、施設介護サービスの受給者 128 人となっている。
　歳入の決算額は 18 億 7,951 万円で、前年度と比較して 2,377 万円増加した。保険料の未収
金は 1,651 万円で、前年度（1,446 万円）と比較して 205 万円増加した。
　歳出の決算額は 17 億 8,315 万円で、前年度と比較して 5,736 万円増加した。これは主に基
金積立金が１億円増加したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 9,636 万円となっている。
　今後も質の高いサービスが求められることから、安定したサービスの提供を継続するため、
未収金の回収と高齢者福祉の更なる推進を図られたい。

⑸　軽井沢町後期高齢者医療特別会計
（単位 : 円）

　　　

　医療給付費の給付件数は 91,408 件で、前年度（85,185 件）と比較して 6,223 件増加し、費
用額は 30 億 1,409 万円で、前年度（26 億 1,632 万円）と比較して３億 9,777 万円増加した。
１人当たりの医療費は 84 万 8,085 円で、前年度と比較して 9.5 パーセント増加した。
　歳入の決算額は３億 9,061 万円で、前年度と比較して 3,234 万円増加した。保険料の未収
金は 427 万円で、前年度（418 万円）と比較して９万円増加した。

軽井沢町介護保険特別会計の決算状況

軽井沢町後期高齢者医療特別会計の決算状況
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　歳出の決算額は３億 6,098 万円で、前年度と比較して 1,023 万円増加した。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 2,963 万円となっている。
　令和７年には、いわゆる 2025 年問題により超高齢化社会に突入するとされており、その
後も後期高齢者の割合が増大していくと見込まれている。引き続き被保険者に対し制度の趣
旨及び内容等について十分な説明を行い、未収金の回収に力を入れ、より健全な運営が図ら
れるよう財源の確保及び被保険者間の負担の公平性の確保に努められたい。

⑹　軽井沢町水道事業会計※

（単位 : 円）

※　金額は、消費税及び地方消費税の額を含まない。

　年間配水量は 504 万 2,697 立方メートルで、前年度（474 万 8,844 立方メートル）と比較
して 29 万 3,853 立方メートル増加し、有収水量は 365 万 1,505 立方メートルで、前年度（347
万 5,842 立方メートル）と比較して 17 万 5,663 立方メートル増加した。
　水道事業収益の決算額は 7億 1,985 万円で、前年度と比較して 590 万円減少したが、営業
収益は 6億 5,806 万円で、前年度と比較して 3,830 万円増加している。
　水道事業費用の決算額は 5億 3,544 万円で、前年度と比較して 1,949 万円増加した。この
うち、営業費用は 5億 2,496 万円で、前年度と比較して 2,815 万円増加した。経常利益は 1
億 8,662 万円で、前年度（1億 7,785 万円）と比較して 877 万円増加した。
　特別利益と特別損失を加味した当年度の純利益は1億8,441万円で、前年度と比較して2,539
万円減少し、建設改良積立金の取崩し分を加えた当年度未処分利益剰余金は 2億 7,691 万円
で、前年度（2億 9,754 万円）と比較して 2,063 万円減少した。これは主に前年度の特別利
益の過年度損益修正益（3,816 万円）によるものである。
　収納率は、現年度分が 98.8 パーセントで前年度と比較して 1.0 ポイント増加しており、過
年度分が 54.2 パーセントであった。
　建設改良工事等については、町道入山峠線配水管布設替 4工区工事 2,357 万円等の老朽管
の布設替え工事、下水道工事と併せて実施した配水管仮設移設古宿 9工区工事 3,912 万円及
び小岩第 1水源池深井戸さく井工事 2,365 万円、三笠浄水場取水導水施設更新工事 3,278 万
円等の水道施設の整備等を実施し、水道水の安定供給が図られた。

軽井沢町水道事業会計の決算状況
区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率

水 道 事 業 収 益 719,848,755 725,746,780 △0.8％

営 業 収 益 658,063,969 619,757,675 6.2％

営 業 外 収 益 61,784,786 67,829,018 △8.9％

特 別 利 益 0 38,160,087 皆減

水 道 事 業 費 用 535,441,408 515,948,992 3.8％

営 業 費 用 524,959,371 496,813,944 5.7％

営 業 外 費 用 8,267,854 12,920,713 △36.0％

特 別 損 失 2,214,183 6,214,335 △64.4％

予 備 費 0 0 －

損 益 収 支 残 高 184,407,347 209,797,788 △12.1％
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　今後においても施設の維持管理、長寿命化、水道施設及び管路の更新、改良等を計画的に
行い、引き続き軽井沢の良質で安全な水を安定的に供給するため、効率的かつ健全な事業運
営を行うよう努められたい。

⑺　軽井沢町下水道事業会計※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 円）

　

　

※　金額は、消費税及び地方消費税の額を含まない。

　令和 4年度の年間総処理水量は、公共下水道事業が 185 万 469 立方メートル、農業集落排
水事業が 1万 1,446 立方メートル、合計は 186 万 1,915 立方メートルで、前年度（182 万 5,348
立方メートル）と比較して 3万 6,567 立方メートル増加した。
　下水道事業収益の決算額は 8億 413 万円、このうち、営業収益は 3億 3,154 万円であった。
下水道事業費用の決算額は 7億 1,179 万円、このうち、営業費用は 6億 7,421 万円であった。
経常利益は、1億 504 万円で、特別損失を加味した当年度の純利益及び未処分利益剰余金は、
9,234 万円であった。
　収納率は、現年度分が 98.6 パーセント、過年度分が 38.8 パーセントであった。
　建設改良工事等については、公共下水道管路施設古宿 9工区工事 5,235 万円及び塩沢 3号

軽井沢町下水道事業会計の決算状況
区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率

下 水 道 事 業 収 益 804,131,062 － －

公 共 下 水 道 事 業 収 益 766,798,354 － －

営 業 収 益 329,525,596 － －

営 業 外 収 益 437,272,758 － －

特 別 利 益 0 － －

農業集落排水事業収益 37,332,708 － －

営 業 収 益 2,011,000 － －

営 業 外 収 益 35,321,708 － －

特 別 利 益 0 － －

下 水 道 事 業 費 用 711,789,486 － －

公 共 下 水 道 事 業 費 用 683,599,076 － －

営 業 費 用 648,348,599 － －

営 業 外 費 用 23,884,000 － －

特 別 損 失 11,366,477 － －

予 備 費 0 － －

農業集落排水事業費用 28,190,410 － －

営 業 費 用 25,860,385 － －

営 業 外 費 用 1,002,225 － －

特 別 損 失 1,327,800 － －

予 備 費 0 － －

損 益 収 支 残 高 92,341,576 － －
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マンホールポンプ貯留施設増設工事 1,356 万円等を行い、水質及び生活環境の保全が図られた。
　公共下水道事業及び農業集落排水事業については、令和 4年 4月から地方公営企業法の全
部の規定を適用することとした。今後も、長期的な計画の下に、経営基盤の強化や財政マネ
ジメントの向上等に的確に取り組むとともに、老朽化が進行する施設の適正な維持管理、経
費の節減及び下水道使用料の見直し等による合理的な収入の確保に努め、効率的かつ健全な
経営を図られたい。

⑻　軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計※

（単位 : 円）

※　金額は、消費税及び地方消費税の額を含まない。

　患者数は、入院が 2万 4,733 人で前年度（2万 5,196 人）より 463 人減少、外来が 5万 9,788
人で前年度（6万2,507人）より2,719人減少した。入院の1日平均患者数は67.8人で前年度（69.0
人）より 1.2 人減少、外来の 1日平均患者数は 246.0 人で前年度（259.4 人）より 13.4 人減少
した。
　病床利用率は 69.1 パーセントで、前年度（71.2 パーセント）より 2.1 ポイント下回った。
　職員数は、令和 5年 3月 31 日現在 129 人で、前年度（126 人）と比較して 3人増加した。
内訳は、医師 13 人、看護師等 61 人、医療技術員 34 人、事務員 7人、その他職員 14 人となっ
ている。
　入院患者1人当たり1日の診療収入は3万7,126円で、前年度（3万5,938円）と比較して1,188
円増加しており、外来診療収入は患者 1人当たり 12,414 円で、前年度（10,437 円）と比較
して 1,977 円増加した。
　総事業収益は 29 億 7,337 万円で、前年度（24 億 3,112 万円）と比較して 5億 4,225 万円増
加し、総事業費用は 25 億 8,879 万円で、前年度（25 億 556 万円）と比較して 8,323 万円増
加したことにより、当年度純利益が 3億 8,458 万円となった。これは主に一般会計からの繰
入金が増加したためである。
　前年度と比較して、患者数が減少しているものの患者 1人当たりの診療収入が増加してお
り、結果として収益が増加している。一方で、空調設備等の建物附属設備及び医療器械の更

軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の決算状況
区　　　　　分 令和４年度 令和３年度 増減率

病 院 事 業 収 益 2,973,373,698 2,431,116,441 22.3％

医 業 収 益 1,776,928,031 1,667,247,226 6.6％

医 業 外 収 益 1,147,430,315 753,358,022 52.3％

訪 問 看 護 収 益 14,358,032 10,366,697 38.5％

特 別 利 益 34,657,320 144,496 23,885.0％

病 院 事 業 費 用 2,588,794,975 2,505,561,235 3.3％

医 業 費 用 2,434,352,320 2,355,977,520 3.3％

医 業 外 費 用 119,665,784 122,768,311 △2.5％

訪 問看護事業費用 23,084,353 26,670,908 △13.4％

特 別 損 失 11,692,518 144,496 7991.9％

損 益 収 支 残 高 384,578,723 △74,444,794 －
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新が必要となってきていることもあり、厳しい経営状況が続いている。全国的に医師不足が
深刻な状況であり、医師の働き方改革を踏まえる必要もある。合理的な「公立病院経営強化
プラン」の策定を進め、今後も安全で質の高い医療を継続的に提供し、新興感染症の感染拡
大時等に備えるとともに、地域の医療需要を見極めながら、効率的かつ健全な病院運営に取
り組まれたい。

⑼　基金の運用状況
　基金の設置数は 16 で、年度末合計金額は、118 億 7,312 万円で前年度と比較して 6億 1,394
万円増加した。積立額は元金が25億4,954万円、利子が552万円であった。取崩額は、19億4,111
万円で前年度と比較して 8億 954 万円増加した。
　一般会計の基金の運用状況については、積立額は、各基金の元金及び利子分を含めて 23
億2,459万円で前年度と比較して7億8,730万円減少した。基金ごとの積立額（元金）の内訳は、
財政調整基金へ 11 億 1,100 万円、さわやか軽井沢ふるさと基金へ 7億 387 万円、庁舎改築
周辺整備基金へ 2億 4,000 万円、下水道建設工事基金へ 1億 7,000 万円、企業版ふるさと応
援基金へ 5,735 万円、減債基金へ 2,900 万円、森林環境整備基金へ 807 万円、町民福祉施設
建設基金へ 25 万円であった。基金ごとの取崩額をみると、財政調整基金が 7億 8,000 万円、
さわやか軽井沢ふるさと基金が 7億 5,480 万円、下水道建設工事基金が 3億円、減債基金が
6,500 万円、企業版ふるさと応援基金が 3,500 万円、森林環境整備基金が 361 万円、農業振
興基金が 270 万円であった。
　国民健康保険事業勘定特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 4年度中の積立額
は、4,504 万円で前年度（2,003 万円）と比較して 2,501 万円増加した。取崩しはなく、令和
4年度末現在高は、1億 3,543 万円となった。
　介護保険特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 4年度中の積立額は、1億 11 万
円で前年度（11 万円）と比較して 1億円増加した。取崩しはなく、令和 4年度末現在高は、
3億 7,058 万円となった。
　駐車場特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和 4年度中の積立額は、8,532 万円で
前年度（1,734 万円）と比較して 6,798 万円増加し、取崩しはなく、令和 4年度末現在高は、
8億 1,034 万円となった。
　基金については、安全かつ効果的な管理及び計画的な運用を図られたい。
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基金の運用状況一覧表
（単位：円）

基　金　名 前年度末
現在高

令和４年度中の積立額 令和４年度中
取崩額

令和４年度末
現在高元　金 利　子

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

財 政 調 整 基 金 5,334,996,541 1,111,000,000 2,102,305 780,000,000 5,668,098,846

減 債 基 金 67,737,039 29,000,000 31,318 65,000,000 31,768,357

義 務 教 育 管
理 振 興 基 金 96,026,070 0 43,093 0 96,069,163

農 業 振 興 基 金 37,006,955 0 17,345 2,700,000 34,324,300

町 民 福 祉 施
設 建 設 基 金 385,342,685 250,000 173,810 0 385,766,495

下 水 道 建 設
工 事 基 金 408,050,727 170,000,000 149,957 300,000,000 278,200,684

土 地 開 発 基 金 178,154,431 0 74,445 0 178,228,876

芸 術 · 文 化
振 興 基 金 188,943,008 0 84,791 0 189,027,799

さわやか軽井沢
ふ る さ と 基 金 1,287,612,488 703,870,864 573,972 754,800,000 1,237,257,324

企 業 版 ふ る さ
と 応 援 基 金 1,000,000 57,350,000 468 35,000,000 23,350,468

森 林 環 境
整 備 基 金 10,560,120 8,066,000 118 3,614,000 15,012,238

庁 舎 改 築 周
辺 整 備 基 金 2,174,860,935 240,000,000 1,800,490 0 2,416,661,425

収 入 印 紙 等
購 買 基 金 3,000,000 0 0 0 3,000,000

小 　 　 　 計 10,173,290,999 2,319,536,864 5,052,112 1,941,114,000 10,556,765,975

国 保
会 計

国 民 健 康 保 険
事業財政調整基金 90,395,391 45,000,000 36,588 0 135,431,979

介 護
会 計 介 護 保 険 基 金 270,470,654 100,000,000 106,995 0 370,577,649

駐車場
会 計 駐車場整備基金 725,021,892 85,000,000 322,932 0 810,344,824

合　　　計 11,259,178,936 2,549,536,864 5,518,627 1,941,114,000 11,873,120,427

令和 5年８月 9日
軽井沢町長　土　屋　三千夫　殿
	 	 	 	 	 　　　　　　　　　　	監査委員　　依　田　　　功
	 	 	 	 　　　　　　　監査委員　　佐　藤　敏　明
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令和４年度軽井沢町財政健全化及び
公営企業会計経営健全化審査意見書の提出について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第 3条第 1項及び第 22
条第 1項の規定により審査に付された健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率並びにこれら
の算定の基礎となる事項を記載した書類を審査したので、その結果について次のとおり意見書を
提出する。

第 1　審査の概要
　1　審査の対象
⑴　令和 4年度健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
⑵　令和 4年度軽井沢町水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類
⑶　令和 4年度軽井沢町下水道事業会計（公共下水道事業）の資金不足比率及びその算定の

基礎となる事項を記載した書類
⑷　令和 4年度軽井沢町下水道事業会計（農業集落排水事業）の資金不足比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類
⑸　令和 4年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の資金不足比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類
　
　2　審査の期間
　　　令和 5年 7月 13 日から同年 8月 9日まで

　3　審査の方法
　健全化判断比率及び資金不足比率（以下「財政指標」という。）並びにその算定の基礎と
なる事項を記載した書類について、法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか、法
令等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか、財政指標の算定の基礎
となった書類等が適正に作成されているか及び客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標
の算定を行う場合において公正な判断が行われているかに主眼をおき、関係職員からの説明
を聴取して審査を行った。

第 2　審査の結果
　1　審査の総括的意見
　審査に付された財政指標及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正
に作成されているものと認めた。
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健全化判断比率 令和４年度 早期健全化基準 財政再生基準
①	実質赤字比率 － 13.37 20.00

②	連結実質赤字比率 － 18.37 30.00

③	実質公債費比率	 1.5 25.0 35.0

④	将来負担比率 － 350.0

　2　審査の個別的意見
　　⑴　令和４年度健全化判断比率について

ア　実質赤字比率
　　　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、令和４年度

の実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態にあると認
められる。

イ　連結実質赤字比率
　　　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、令和４年度の

連結実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態にあると
認められる。

ウ　実質公債費比率
　　　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率で

あるが、令和４年度の実質公債費比率は 1.5 パーセント（前年度 1.5 パーセント）となっ
ており、早期健全化基準の25.0パーセントと比較するとこれを下回っていることから、
良好な状態にあると認められる。

エ　将来負担比率
　　　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率であるが、令

和４年度の将来負担比率は前年度に引き続き将来負担額を充当可能財源等が上回るた
め数値はなく、良好な状態にあると認められる。

　　⑵　公営企業会計の資金不足比率について

健全化判断比率の状況  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）　　

公営企業会計資金不足比率の状況    　  　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）　　
公営企業会計 令和４年度 経営健全化基準

軽井沢町水道事業会計 －

20
軽井沢町下水道事業会計（公共下水道事業） －

軽井沢町下水道事業会計（農業集落排水事業） －

軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計 －
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　資金不足比率とは、資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）が営業収益等
に占める割合であり、令和４年度の各公営企業会計の資金不足比率は、前年度に引き続き
それぞれ資金不足を生じていないため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

3　是正改善を要する事項
　　　特に指摘すべき事項はない。
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令和 4 年度　町 の 歳 入 歳 出 決 算 状 況
主　な　事　業

令和４年度　町 税 収 入 状 況

令和４年度　特別会計及び企業会計決算額

○ 道 路・河 川 整 備 事 業 6億3,679万円 ○ 新型コロナウイルスワクチン接種事業 2億		965万円
○ごみ処理施設負担金事業 3億4,321万円 ○ 児 童 福 祉 施 設 整 備 事 業 1億			68万円
○ 下水道建設工事繰出金事業 4億		279万円 ○ 新型コロナウイルス感染症対策支援事業 6,470万円
○じ ん 芥 収 集・処 理 事 業 3億8,140万円 ○ 商 工 振 興 事 業 1億2,094万円
○ 交 通 安 全 対 策 事 業 1億6,334万円 ○ 農 林 業 基 盤 整 備 事 業 1億7,207万円
○ 橋 梁 維 持 管 理 事 業 2億3,229万円 ○ 観光振興・観光宣伝事業 1億		958万円
○ 公園整備事業（公園費） 1億1,806万円 ○ 鳥 獣 対 策 事 業 4,420万円
○ 合併処理浄化槽設置整備事業 1億2,328万円 ○ 小 中 学 校 管 理 事 業 5億9,486万円
○ 軽井沢病院事業会計繰出金事業 9億8,682万円 ○ 重要文化財保護整備事業 3億1,588万円
○ 老人福祉事業、老人医療給付事業 6億6,972万円 ○ 小 中学 校 教 育 振 興 事 業 1億3,560万円
○ 障害・社会福祉一般事業 4億7,936万円 ○ 大賀ホール運営補助事業 8,572万円
○ 社 会 福 祉 施 設 運 営 事 業 2億6,139万円 ○ 保 健 体 育 事 業 4,957万円
○ 健 康 づ くり 推 進 事 業 1億9,503万円 ○ 公 民 館 運 営 事 業 7,577万円
○ 心身障がい者（児）・就学前児童等医療費給付事業 1億		383万円

科　　　目 調　　定　　額 収　入　済　額 収入割合（％）
町 民 税 26 億 1,006 万円 24 億			952 万円 92.32
固 定 資 産 税 71 億 2,268 万円 66 億 6,515 万円 93.58
軽 自 動 車 税 8,482 万円 7,613 万円 89.75
市町村たばこ税 １億 6,733 万円 １億 6,733 万円 100.00
入 湯 税 1 億 2,708 万円 1 億 2,708 万円 100.00
都 市 計 画 税 9 億 8,670 万円 9 億 1,549 万円 92.78
合 計 110 億 9,867 万円 103 億 6,071 万円 93.35

会　計　別 歳　　　　　入 歳　　　　　出 差　　　引
国民健康保険事業勘定 26 億 3,963 万円 26 億		728 万円 3,235 万円
駐 車 場 1 億 6,004 万円 1 億 3,373 万円 2,631 万円
介 護 保 険 18 億 7,951 万円 17 億 8,315 万円 9,636 万円
後期高齢者医療 3 億 9,061 万円 3 億 6,098 万円 2,963 万円
水 道 事 業 7 億 8,566 万円 5 億 8,237 万円 2 億		329 万円
下 水 道 事 業 8 億 3,727 万円 7 億 5,447 万円 8,280 万円
病 院 事 業 29 億 9,143 万円 26 億 7,367 万円 3 億 1,776 万円
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歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　　別 令和4年度
決	算	額

令和3年度
決	算	額 増　減 款　　　　　別 令和4年度

決	算	額
令和3年度
決	算	額 増　減

町 税 1,036,071 964,260 71,811 議 会 費 12,703 12,915 △	212

地 方 譲 与 税 11,046 10,942 104 総 務 費 511,116 499,022 12,094

利子割交付金 185 321 △	136 民 生 費 432,148 422,202 9,946

配当割交付金 2,254 2,503 △	249 衛 生 費 152,641 133,938 18,703

株式等譲渡所得割
交 付 金 1,646 2,702 △	1,056 労 働 費 80 78 2

法 人 事 業 税
交 付 金 6,645 5,584 1,061 農林水産業費 32,438 35,694 △	3,256

地 方 消 費 税
交 付 金 55,258 52,315 2,943 商 工 費 45,498 81,870 △	36,372

ゴルフ場利用税
交 付 金 10,290 9,326 964 土 木 費 230,078 207,173 22,905

環 境 性 能 割
交 付 金 740 769 △	29 消 防 費 33,014 32,174 840

地方特例交付金 1,564 20,301 △	18,737 教 育 費 219,297 156,465 62,832

地 方 交 付 税 1,593 1,947 △	354 災 害 復 旧 費 0 200 △	200

交通安全対策
特 別 交 付 金 280 336 △	56 公 債 費 35,331 41,925 △	6,594

分 担 金 及
び 負 担 金 4,946 4,245 701 予 備 費 0 0 0

使 用 料 及
び 手 数 料 25,752 23,960 1,792

国 庫 支 出 金 137,819 166,458 △	28,639

県 支 出 金 66,677 65,060 1,617

財 産 収 入 4,109 3,314 795

寄 附 金 104,247 145,587 △	41,340

繰 入 金 194,111 113,157 80,954 　

繰 越 金 155,587 129,801 25,786 　

諸 収 入 28,031 46,355 △18,325 　

町 債 0 10,000 △	10,000 　

合　　　　　計 1,848,849 1,779,243 69,606 合　　　　　計 1,704,344 1,623,656 80,688

令和４年度　一　般 会 計 決 算 額

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これに
よらないものもあります。

（単位：万円）

ー 55ー



令和５年第２回軽井沢町議会定例会 12 月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第57号

佐久市・軽井沢町清掃施設組合の解散及び財産処分につ
いて 社会常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第58号

浅麓環境施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の
変更について 総務常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第59号

審議会等の委員を公募するための関係条例の整備に関す
る条例の制定について 総務常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第60号

軽井沢町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に
関する条例の一部改正について　 総務常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第61号

軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正につ
いて　 社会常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第62号

令和 5 年度町単軽井沢町中間教室（教育支援センター）
建設工事請負契約の締結について 社会常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第63号

令和 5年度国補重要文化財・旧三笠ホテル防災・活用整
備工事請負契約の締結について 社会常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第64号

町営中軽井沢駅前駐車場での屋根天井板の落下による車
両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに
伴う和解について

総務常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第65号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 8号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

12月		7日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

12月11日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

12月12日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

12月13日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会 午前 10 時 35 分

12月14日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

12月15日 金 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

12月18日 月 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

12月19日 火 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

12月21日 木 本会議 委員長報告、質疑、討論、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第66号

令和 5年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 2号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第67号 令和 5年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第68号 令和 5年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第69号

令和 5年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第70号 令和 5年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 12/21 原案可決

議　案
第71号 軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について 即　決 12/21 原案可決

議　案
第72号 令和 5年度軽井沢町一般会計補正予算（第 9号） 即　決 12/21 原案可決

同　意
第10号 教育委員会委員の任命について 即　決 12/21 原案同意

報　告
第14号

専決処分の報告について（町道での車両損傷事故に係る
損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について） 12/7 報　		告

報　告
第15号

専決処分の報告について（中保育園駐車場での飛び石に
よる車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及び
これに伴う和解について）

12/7 報　		告

陳　情
第 4 号

「まちづくり推進室」が計画中の補助金制度（補助金交付
要綱）に関する陳情書 総務常任委員会 12/21 不	採	択

委員会の閉会中の継続調査について 即　決 12/21 原案可決

議員派遣について 即　決 12/21 原案可決

12 月 会 議 解 説
　令和 5年 12 月会議は、12 月 7 日に再開し、会議期間は 12 月 21 日までの 15 日間の日程で開
催しました。提出された議案は、条例の制定 1件、条例の一部改正 3件、契約の締結 2件、補正
予算 7件、その他 3件でいずれも原案どおり可決し、報告 2件を受けました。また、人事案件 1
件について、同意しました。
　議会関係では、陳情 1件を不採択とし、議員派遣等について原案どおり可決しました。
　12 月会議において令和 5年第 2回定例会の会期は 12 月 21 日までとなり、235 日間で閉会とな
りました。
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○規約の変更
・浅麓環境施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更
　　浅麓汚泥再生処理センター下水道汚泥処理施設の廃止に伴い、共同処理する事務の変更及
び規約を改正するにあたり、地方自治法の規定により議会の議決を要するものです。

○条例の制定
　・審議会等の委員を公募するための関係条例の整備に関する条例

　　軽井沢町審議会等の委員の選任及び会議の公開に関する指針の策定に伴い、住民等の町政へ
の参画及び公正で透明な町政を推進するため、審議会等を設置する条例に公募に応じた者を委
員とすることができる旨を規定する改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○条例の一部改正
　・軽井沢町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例
　　住民その他の利便性の向上に資するとともに、重要施策の推進体制を整備するため、町長の
事務部局の課の設置及び課の分掌事務について改正を行うもののほか、所要の改正を行うもの
です。

　・軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例
　　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律による電子署名等に係る地方
公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の一部改正に伴い、コンビニエンスストア
等の店舗における印鑑登録証明書の交付申請に際し、個人番号カードだけでなく、スマート
フォンに搭載された電子証明書の利用を可能とする改正を行うもの及び印鑑登録証明事務処理
要領に準拠し、印鑑登録の資格に係る規定の改正を行うものです。

　・軽井沢町国民健康保険税条例
　　全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法
律の施行に伴い、出産する予定の被保険者又は出産した被保険者に係る国民健康保険税の軽減
措置を実施するための改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○契約の締結
　・令和 5 年度町単軽井沢町中間教室（教育支援センター）建設工事請負契約

　　長倉公園東側町有地に木造2階建て、建築面積:87.78平方メートル、延べ床面積:124.21平方メー
トル、外壁:カラーガルバリウム鋼板サイディング張り、屋根:ガルバリウム鋼板ふき、太陽光発
電パネル:南西屋根にモジュール28枚（5キロワット）を設置するものです。
　　　　　　契		約		金		額　　　6,490万円
　　　　　　契約の相手方　　　株式会社竹花組軽井沢営業所
　　　　　　工　　　　期　　　令和6年9月30日
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　・令和 5 年度国補重要文化財・旧三笠ホテル防災・活用整備工事請負契約
　　重要文化財・旧三笠ホテルの附帯施設であるエレベーター・トイレ棟、消火ポンプ室棟2棟の
新築、これに伴う設備及び外構工事を行うものです。
　　　　　　契		約		金		額　　　8億8,000万円
　　　　　　契約の相手方　　　清水建設株式会社長野営業所
　　　　　　工　　　　期　　　令和7年6月30日

○令和 5 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 8 号）】
　　4 億 3,938 万 5,000 円追加　　総額 177 億 8,458 万 4,000 円
　歳入　町民税現年度課税分2億円の増、佐久市・軽井沢町清掃施設組合公有財産処分返還金

3,080万円の増　他
　歳出　町公式LINEチャットボット等構築・導入作業委託132万円の増、軽井沢病院改善方

針策定業務委託500万円の増　他

　【一般会計補正予算（第 9 号）】
　　2 億 4,307 万 6,000 円追加　　総額 180 億 2,766 万円
　歳入　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金1億6,307万6,000円の増、財政調整基金

8,000万円の増
　歳出　物価高騰対応重点支援給付金2億1,000万円の増、中部小学校修繕料500万円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 2 号）】
　　302 万 5,000 円追加　　総額 27 億 393 万 7,000 円

　歳入　財政調整基金・利子分4万5,000円の増、一般会計繰入金職員給与費等242万円の減
　歳出　診療報酬明細書点検委託30万円の減、償還金97万4,000円の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第 2 号）】
　　533 万 4,000 円追加　　総額 2 億 332 万 3,000 円

　歳入　駐車場使用料370万円の増、総合賠償補償保険金136万5,000円の増　他
　歳出　町営駐車場草刈委託70万2,000円の減、駐車場施設事故賠償金136万6,000円の増　他

　【介護保険特別会計補正予算（第 2 号）】
　　211 万 6,000 円追加　　総額 20 億 242 万 1,000 円
　歳入　地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）118万円の減、包括的支援事業・

任意事業繰入金（町単分）270万3,000円の減　他
　歳出　介護予防教室委託1万2,000円の減、介護保険基金・元金分400万円の増　他

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）】
　　741 万 2,000 円追加　　総額 4 億 4,587 万 9,000 円
　歳入　特別徴収保険料660万7,000円の減、普通徴収保険料1,492万5,000円の増
　歳出　後期高齢者医療広域連合納付経費保険料等負担金831万8,000円の増、健診実施委託

40万7,000円の増　他
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　【下水道事業会計補正予算（第 1 号）】
　収益的支出　公共下水道事業費用　	442万7,000円の減　	総額　7億8,838万円　他

○人事案件
　・教育委員会委員の任命
　　教育委員会委員に鈴木淳子氏を任命することに同意しました。
　　任期は令和6年1月1日から令和9年9月30日までの3年9カ月です。

○専決処分の報告
　・町道での車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について
　　令和4年7月17日に、町道古宿村中線において発生した車両損傷事故に係る示談が成立し、令
和5年9月22日付で専決処分を行ったものです。

　・中保育園駐車場での飛び石による車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに
伴う和解について

　　令和5年8月31日に、中保育園駐車場において発生した車両損傷事故に係る示談が成立し、令
和5年10月16日付で専決処分を行ったものです。

○その他
　・佐久市・軽井沢町清掃施設組合の解散及び財産処分
　　令和6年3月31日をもって佐久市・軽井沢町清掃施設組合が解散することから、これに伴う財
産の処分などについて協議するため、地方自治法の規定により議会の議決を要するものです。

・町営中軽井沢駅前駐車場での屋根天井板の落下による車両損傷事故に係る損害賠償の額を
定めること及びこれに伴う和解

　　町営中軽井沢駅前駐車場において、駐車場内へ侵入するため発券機の横に停車していた相手方
車両に発券機の屋根天井板が風により剥離して落下し、当該車両の右前部を破損した事故に係る
軽井沢町の損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について、地方自治法の規定により議
会の議決を要するものです。

○陳情

陳情件名 陳情者 審査結果

「まちづくり推進室」が計画中の補助金制度（補
助金交付要綱）に関する陳情書

北佐久郡軽井沢町追分 1204-12
斎藤　尚宏 不採択
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特別職等の報酬・給与一覧表（１）
　（令和 5年 12 月 31 日現在）［単位 : 円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額
町 長 854,000
副 町 長 700,000
教 育 長 623,000
議 長 365,000
副 議 長 296,000
常 任 委 員 長 278,000
議 会 運 営 委 員 長 278,000
議 員 261,000
教 育 委 員 会 委 員 35,600

選 挙 管 理 委 員 会
委 員 長 121,400
委 員 101,200

監 査 委 員
代 表 73,100
議 会 42,500

農 業 委 員 会
会 長 506,400
会長代理 356,300
委 員 272,200

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 7,100

長 期 振 興 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

22 世 紀 風 土 フ ォ ー ラ ム
基 本 会 議

会 長 7,100
委 員 6,900

まちづくり活動支援部会
会 長 7,100
委 員 6,900

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 6,900

行 政 不 服 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

公 文 書 公 開 ・
個 人 情 報 保 護 審 査 会

会 長 7,100
委 員 6,900

特 別 職 報 酬 等 審 議 会 委 員 6,900
指 定 管 理 者 選 定 審 議 会 委 員 6,900
防 災 会 議 委 員 6,900
防 災 会 議 専 門 委 員 6,900
国 民 保 護 協 議 会 委 員 6,900
民 生 委 員 推 薦 委 員 会 委 員 6,900

福 祉 委 員
委 員 長 147,900
委 員 120,700
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特別職等の報酬・給与一覧表（２） ［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

予 防 接 種 健 康 被 害 調 査
委 員 会

会 長 7,100
委 員 6,900

住 宅 対 策 審 議 会 委 員 6,900

災害弔慰金等支給審査会
会 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
運 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 安 全 対 策 会 議
会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 指 導 員 18,400
風 俗 審 議 会 委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会 専 門 委 員 6,900

農 業 振 興 地 域 整 備　
促 進 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 272,200

国 際 親 善 文 化 観 光　
都 市 計 画 審 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

上 水 道 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

下 水 道 事 業 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

消 防 委 員 会
会 長 34,200
委 員 26,100

消 防 賞 じ ゅ つ 金 等
審 査 委 員 会

委 員 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
軽 井 沢 病 院 経 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

社 会 教 育 委 員 6,900

学 校 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

教 育 支 援 委 員 会 委 員 6,900

子 ど も	・ 子 育 て 会 議
会 長 7,100
委 員 6,900

文 化 財 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

旧三笠ホテル運営協議会
会 長 7,100
委 員 6,900
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特別職等の報酬・給与一覧表（３）
［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

博物館等施設運営協議会
会 長 7,100
委 員 6,900

図 書 館 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

投 ( 開 ) 票 管 理 者
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する
法律に掲げられる額。投票立会人が交替する
場合は、当該額の範囲内で町長が定める額。

選 挙 長
投 ( 開 ) 票 立 会 人
選 挙 立 会 人

消 防 団

団 長 265,200
副 団 長 140,900
分 団 長 79,500
副分団長 67,400
部 長 63,700
班 長 45,500
団 員 36,500

そ の 他 特 別 職 の 職 員 一般職の職員の給与との権衡を考慮して任命
権者が定める額。
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令和 5 年　議会の開催状況
令和 5年 1月 1日〜令和 5年 12 月 31 日

１．会期日数・付議事件等

区
　
　
分

会

議

日

数

本

会

議

代
表
・一
般
質
問

傍
聴
者（
本
会
議
）

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出

条
例
制
定

条
例
全
部
改
正

条
例
一
部
改
正

条
例
廃
止

予

算

決

算

契
約
締
結

変
更
契
約
締
結

そ
の
他
事
件

専
決
処
分（
180
）

計
条

例

規

則

意
見
書

決

議

選

挙

そ
の
他
計

本
　
会
　
議

1月第1回 1 1 4 1 4 5 0

3月 15 5 9 68 5 15 4 3 27 1 2 5 8

3月第1回 1 1 8 1 2 1 4 0

5月第1回 1 1 11 1 2 3 6 9 9 18

6月 16 5 10 41 1 3 1 1 7 13 2 2

7月第1回 1 1 5 1 1 2 0

9月 22 5 11 54 2 1 1 7 8 2 1 8 30 1 2 3

12月 15 5 9 36 1 3 7 2 6 19 3 3

合　　計 72 24 39 227 3 0 12 1 40 8 5 2 29 6 106 1 0 3 0 9 21 34

区
　
　
分

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出 年

間
延
件
数

原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

継
続
審
議

そ
の
他

計
原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

そ
の
他

計

本
　
会
　
議

1月第1回 5 5 0 5

3月 22 5 27 3 5 8 35

3月第1回 3 1 4 0 4

5月第1回 1 5 6 1 17 18 24

6月 6 7 13 1 1 2 15

7月第1回 2 2 0 2

9月 17 13 30 2 1 3 33

12月 16 3 19 2 1 3 22

合　　計 72 0 0 0 0 0 34 106 9 0 0 0 0 25 34 140
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２．請願・陳情

区
　
　
　
分

受	理	件	数 処　理　状　況 処　理　結　果
新

規

分

前 年 か ら
の 繰 越 分

計

本
会
議
即
決

常
任
委
員
会
審
査

議
運
審
査

特
別
委
員
会
審
査

議
長
預
か
り

そ

の

他

計

採

択

一
部
採
択

趣
旨
採
択

不

採

択

取
り
下
げ

審
議
未
了

資
料
配
布

継
続
審
査

そ

の

他

計継
続
審
査

前
年
繰
越

請願 1 0 0 1 1 1 1 1

陳情 5 0 3 8 5 2 1 8 4 1 2 1 8

３．委員会等開催日数

令和5年

総

　

務

社

　

会

議
会
活
性
化

庁
舎
改
築
周

辺
整
備
事
業

広

報

広

聴

予

算

決

算

全

　

協

議

　

運

研

　

修

議
員
懇
談
会

合

計

委
員
会
等
開
催
日
数

1月 1 1 1 1 1 5

2月 1 1 2 1 5

3月 1 1 1 1 4 2 1 2 13

4月 0

5月 1 1 1 1 1 1 3 2 3 14

6月 1 1 1 1 3 1 1 1 1 11

7月 1 1 1 1 1 2 1 1 9

8月 1 1 1 1 2 6

9月 1 1 1 2 2 5 1 2 2 1 18

10月 3 1 3 1 8

11月 1 1 1 2 5

12月 1 1 1 2 3 1 2 1 12

合　　計 8 6 7 9 19 10 15 14 15 3 106
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令和 5 年　議会日誌
	 	1月	 4日（水）		・	議会運営委員会
	1月	 5日（木）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	新年あいさつ回り
	1月	 6日（金）		・	第1回定例会1月会議開会
	 			・	G7外務大臣会合開催100日前記

念イベント
	1月	 7日（土）			・	令和5年二十歳の集い
	1月10日（火）		・	町消防団新年祝賀会
	1月11日（水）		・	令和5年軽井沢賀詞交歓会
	1月14日（土）		・	令和5年町消防団出初式
	1月16日（月）		・	総務常任委員会
	1月18日（水）		・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会視察研修（19日まで）
	1月23日（月）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会運営委員会及び全員協議
会

	 		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
議会運営委員会

	1月24日（火）		・	G7外相会合軽井沢町推進町民
会議

	1月25日（水）		・	軽井沢ハーフマラソン2023開
催推進会議

	 		・	議会だよりモニターとの懇談会
	1月26日（木）		・	全員協議会
	 			・	町環境基本計画策定等検討部会
	1月27日（金）		・	例月出納検査
	1月30日（月）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　　	議会視察研修（31日まで）
	2月	 3日（木）		・	浅麓環境施設組合議会運営委

員会
	2月	 7日（火）		・	長野県高山村議会視察来訪
	 		・	町地域公共交通会議及び分科
　　　　　　　	会
	 		・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会運営委員会及び全員協議会
	2月10日（金）		・	町庁舎改築周辺整備事業検討

委員会
	2月13日（月）		・	浅麓環境施設組合議会定例会
	 			・	浅麓水道企業団議会全員協議会
	 		・		中部横断自動車道建設促進佐
　　　　　　　	久地域議員連盟意見交換会
	2月14日（火）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会全員協議会及び第1回定例会

	2月15日（水）			・	議員人権教育研修会
	2月16日（木）			・	議会運営委員会
	 		・	区長会と町との懇親会
	2月20日（月）			・	例月出納検査
	 		・	町住宅対策審議会
	2月21日（火）		・	浅麓水道企業団正副議長委員

長会議
	 		・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会第1回定例会
	2月22日（水）		・	公益財団法人軽井沢大賀ホー

ル理事会
	 		・	県町村議会議長会第36回定期

総会
	 		・	町消防委員会
	2月24日（金）			・	議会運営委員会
	 			・	第1回定例会3月会議再開
	 		・	全員協議会
	 		・	佐久広域連合議会運営委員会
	2月27日（月）		・	本会議
	2月28日（火）		・	本会議
	3月	 1日（水）		・	本会議
	 			・	庁舎改築周辺整備事業検討特別

委員会
	3月	 2日（木）		・	議会活性化特別委員会
	3月	 3日（金）		・	社会常任委員会
	3月	 6日（月）		・	総務常任委員会
	 		・	町社会福祉協議会常任理事会

及び理事会
	3月	 7日（火）			・	予算決算常任委員会
	 		・	議会運営委員会
	3月	 8日（水）			・	予算決算常任委員会
	3月	 9日（木）			・	町野菜価格安定対策事業運営
　　　　　　　	協議会
	3月10日（金）			・	第1回定例会3月会議散会
	 	・			広報広聴常任委員会
3月14日（火）	 			・	SC軽井沢クラブ表敬訪問
	 			・	町遺族会総会
	 			・		森泉山財産組合議会第1回定
　																		例会
	 3月16日（木）			・	G7外務大臣会合開催に伴う歓

迎横断幕お披露目及び町内美
化活動

	 				・	町有害鳥獣被害予防対策協議会
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	 3月20日（月）		・	議会運営委員会
	 		・	浅麓水道企業団議会第1回定例会
	3月22日（水）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	例月出納検査
	3月23日（木）		・	第1回3月第1回会議再開
	3月24日（金）			・		公益財団法人大賀ホール理事
　　　　　　　会及び評議員会
	3月28日（火）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	町社会福祉協議会評議員会
	 				・	第14回軽井沢国際親善文化観光
　　　　　　　	都市計画審議会
	3月29日（水）		・	全員協議会
	 		・	長野地家裁佐久支部庁舎見学
	3月30日（木）				・	佐久広域連合議会全員協議会及
　　　　　　　	び第1回定例会
	3月31日（金）		・	広報広聴常任委員会
	4月23日（日）		・	町議会議員選挙
	4月25日（火）		・	当選証書付与式
	 		・	当選議員説明会
	4月27日（木）		・	例月出納検査
	4月29日（土）		・	第1回議会定例会閉会
	5月	 1日（月）		・	全員協議会（3回）
	 		・	第2回定例会5月第1回会議開会
	 		・	総務常任委員会
	 		・	社会常任委員会
	 		・	広報広聴常任委員会
	 		・	予算決算常任委員会
	 		・	議会運営委員会
	 			・	庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　　	別委員会
	 		・	議会活性化特別委員会
	5月	 9日（火）		・	正副議長就任あいさつ回り
	5月11日（木）		・	新任議員研修会
	5月14日（日）			・	軽井沢ハーフマラソン2023開
　　　　　　　会式
	5月16日（火）			・	正宗白鳥文学碑のオープニング
　　　　　　　	セレモニー及び除幕式
	 			・	国道146号軽井沢バイパス建設
　　　　　　　等期成同盟会総会
	 		・	町区長会定例総会
	5月17日（水）			・	町防犯組合連合総会
	 		・	町商工会第63回通常総代会
	 			・	北佐久郡議会議長連絡協議会総会
	5月18日（木）			・	交通安全祈願祭・殉職警察官慰
　　　　　　　霊祭

	 			・	G7外相会合軽井沢町推進町民
　　　　　　　	会議
	 		・	公益財団法人軽井沢大賀ホー

ル理事会
	5月19日（金）		・	浅麓水道企業団議会正副議長

委員長代表者会議
	5月21日（日）		・	ユナイテッド・ワールドカレッ

ジＩＳＡＫジャパン卒業証書
　　　　　　　	授与式
	 			・	車いすカーリング選手権大会
　　　　　　　		表彰式及び閉会式
	5月22日（月）			・	佐久市・北佐久郡環境施設組合
　　　　　　　		議会代表者会議
	5月23日（火）				・	浅麓水道企業団議会第2回臨時会
	 			・	町村議会議長・副議長研修会
	5月24日（水）		 	・	一般社団法人軽井沢観光協会

定期総会
	5月25日（木）			・	議会運営委員会
	 		・	例月出納検査
	 		・	町村議会初当選議員研修会
	 		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
																						議会代表者会議
	 		・	町消防団退団幹部慰労会
	5月26日（金）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組合
																						議会第1回臨時会
	 		・	軽井沢交通安全協会定期総会
	5月31日（水）		・	ウィスラー市長とのオンライ

ンミーティング
	6月	 1日（木）			・	第2回定例会6月会議再開
	 		・	全員協議会
	 		・		旧三笠ホテル・八田別荘現地
																					視察
	 6月	 2日（金）		・	県町村議会議長会臨時総会緒

会議
	 		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
																									議会施設見学及び第1回臨時会
	6月	 4日（日）			・	緑化木無償配布会
	 		・	第51回町消防団ポンプ操法大会
	6月	 5日（月）		・	本会議
	6月	 6日（火）		・	本会議
	6月	 7日（水）		・	本会議
	 		・	庁舎改築周辺整備事業検討特

別委員会
	 		・	特定非営利法人SC軽井沢クラ

ブ令和5年度通常総会
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	 6月	 8日（木）		・	議会活性化特別委員会
	 					町社会福祉協議会及び理事会
	6月	 9日（金）		・	社会常任委員会
	 		・	佐久広域連合議会運営委員会
	6月12日（月）		・	総務常任委員会
	6月13日（火）		・	予算決算常任委員会
	 		・	議会運営委員会
	 			・	軽井沢カーリング活性化プロ
																						ジェクト推進委員会総会
	6月16日（金）		・	第2回定例会6月会議散会
	 			・	広報広聴常任委員会
	6月20日（火）				・	佐久・軽井沢間湯川左岸幹線道
																						路改良促進期成同盟会総会
	 		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
																						解体現場工事現場視察
	6月21日（水）		・	例月出納検査
	 		・	町社会福祉協議会評議員会
	6月22日（木）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	県道借宿小諸線・信濃追分停車
																					場線道路改良促進期成同盟会
																					 総会
	 6月23日（金）			・	水神祭
	6月27日（火）		・	町暴力団進入阻止連絡協議会
																						総会
	 6月28日（水）		・	町内公共施設研修
	6月29日（木）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	町社会福祉協議会理事会
	6月30日（金）		・	自然保護審議会
	 		・	佐久広域連合議会全員協議会
																						及び第2回定例会
	7月	 3日（月）		・	一般社団法人軽井沢会との昼
																						食懇談会
	7月	 4日（火）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	町地域公共交通会議
	7月	 5日（水）		・	議会運営委員会
	7月	 6日（木）		・	静岡県沼津市議会視察来訪
	7月	 7日（金）		・	 2023原水爆禁止国民平和大行進
	7月11日（火）		・	第2回7月第1回会議再開
	 		・	全員協議会
	7月12日（水）		・	北佐久郡老人福祉施設組合議
																					 会運営委員会及び全員協議会
	7月13日（木）		・	浅麓環境施設組合議会新任選
																							出議員研修会
	 		・	令和4年度決算審査
	 		・	長野県松川町議会視察来訪

	7月14日（金）		・	県町村議会議員研修会
	7月18日（火）		・	総務常任委員会
	7月19日（水）		・	令和4年度決算審査
	7月20日（木）		・	令和4年度決算審査
	 		・	軽井沢ウインターフェスティ
																						バル実行委員会総会
	7月21日（金）		・	庁舎改築周辺整備事業検討特
																					別委員会
	 		・	議会活性化特別委員会
	 		・	中部横断自動車道建設促進期
																						成同盟会総会
	 		・	町国民健康保険軽井沢病院経
																						営協議会
	7月23日（日）		・	第38回しなの追分馬子唄道中
	7月24日（月）		・	例月出納検査及び令和4年度決
																						算審査
	 		・	町下水道事業審議会
	7月25日（火）		・	中部横断自動車道建設促進佐
																						久地域議員連盟総会
	 		・	北佐久郡老人福祉施設組合議
																						会令和5年第2回総会
	7月26日（水）		・	浅麓環境施設組合議会運営委
																						員会
	 		・	茨城県守谷市議会視察来訪
	 		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合議
																										会運営委員会及び全員協議会
	7月27日（木）			・	浅麓水道企業団議会正副議長
																						委員長会議
	7月28日（金）		・	全員協議会
	 		・	社会常任委員会
	8月	 1日（火）		・	令和4年度決算審査
	 		・	軽井沢ショー祭2023
	 8月	 2日（水）		・	茨城県城里町議会視察来訪
	 		・	第77回草津温泉感謝祭
	8月	 3日（木）		・	浅麓水道企業団議会第3回定例会
	8月	 4日（金）		・	浅麓環境施設組合議会定例会
	 		・	町制施行100周年記念式典ウィ
																					スラー市長代理招聘に伴う
																						ウェルカムパーティー
	8月	 5日（土）		・	町制施行100周年記念式典
	 		・	町制施行100周年記念式典ウィ
																					スラー市長代理招聘に伴う
																					フェアウェルディナー
	8月	 9日（水）		・	令和4年度決算審査意見書報告会
	8月10日（木）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
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																					議会第2回臨時会
	8月15日（火）		・	戦没者追悼式
	8月18日（金）		・	総務常任委員会
	8月21日（月）		・	長野県塩尻市議会視察来訪
	8月22日（火）			・	上皇・上皇后両陛下軽井沢行幸
																						啓お出迎え
	8月23日（水）		・	議会活性化特別委員会
	 		・	例月出納検査
	 		・	富山県高岡市議会視察来訪
	8月24日（木）		・	議会運営委員会
	 		・	新潟県新発田市議会視察来訪
	 		・	町下水道事業審議会
	 			・	森泉山財産組合議会第2回定例会
	8月25日（金）			・	県町村監査委員協議会定期総
																						会及び研修会
	 		・	佐久地域問題研修会
	8月28日（月）		・	佐久広域連合議会運営委員会
	8月29日（火）		・	上皇・上皇后両陛下軽井沢還幸
																						啓お見送り
	8月31日（木）		・	第2回定例会9月会議再開
	 		・	全員協議会
	 			・	佐久市・北佐久郡環境施設組合
																								議会運営委員会及び全員協議会
	9月	 4日（月）		・	本会議
	9月	 5日（火）		・	本会議
	9月	 6日（水）		・	本会議
	 			・	庁舎改築周辺整備事業検討特
																						別委員会
	9月	 7日（木）		・	議会活性化特別委員会
	 		・	議会運営委員会
	9月	 8日（金）		・	社会常任委員会
	9月11日（月）		・	総務常任委員会
	9月12日（火）		・	予算決算常任委員会
	 		・	議会運営委員会
	9月13日（水）		・	予算決算常任委員会
	9月14日（木）		・	予算決算常任委員会
	 		・	大賀ホールピアノお披露目公演
	9月15日（金）		・	予算決算常任委員会
	9月19日（火）		・	予算決算常任委員会
	9月20日（水）		・	議員研修会
	 		・	町立図書館運営協議会
	9月21日（木）		・	第2回定例会9月会議散会
	 		・	庁舎改築周辺整備事業検討特
																						別委員会
	 		・	広報広聴常任委員会

	9月22日（金）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組合
議会定例会

	9月25日（月）		・	県町村議会議長会政務調査会
																						部会
	 9月26日（火）		・	例月出納検査
	 		・	町村議会広報研修会
	9月27日（水）			・	広報広聴常任委員会
	 		・	浅麓水道企業団正副議長委員

長代表者会議
	9月28日（木）		・	全員協議会
	 		・	軽井沢高校とのタウンミー
																						ティング
	9月29日（金）		・	浅麓地域議会議員懇談会
10月	 2日（月）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	佐久広域連合議会全員協議会

及び第3回定例会
10月	 3日（火）		・	福井県議会視察来訪
10月	 4日（水）		・	新潟県村上市議会視察来訪
10月	 5日（木）		・	日本弁護士連合会第65回人権
																						擁護大会in長野シンポジウム
																						第2分科会
	 		・	第45回部落完全解放・人権擁護

推進佐久地区大会
10月	 6日（金）		・	広報広聴常任委員会
10月10日（火）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合

議会運営委員会及び全員協議
会

10月11日（水）		・	浅麓水道企業団議会議員行政
視察（13日まで）

10月16日（月）		・	佐久広域連合議会議員行政等
																						視察研修（17日まで）
10月19日（木）		・	総務常任委員会視察研修（20日
																						まで）
10月20日（金）		・	福井県坂井市「豊穣のめぐみ食

材・魅力フェア」レセプション
10月23日（月）			・	県町村議会議長会第37回定期
　　　　　　　総会
	 		・	例月出納検査
10月24日（火）			・	全員協議会
	 		・	議員研修会
10月25日（水）		・	社会常任委員会視察研修（26日
																						まで）
10月26日（木）		・	一般社団法人軽井沢観光協会
																						との懇談会
10月28日（土）			・	ユニバーサルスポーツ祭
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10月31日（火）		・	岩手県町村議会議長会視察来訪
11月	 1日（水）		・	国際特別都市議会議長協議会

（2日まで）
11月	 2日（木）			・		町住宅対策審議会
11月	 6日（月）			・	第31回暴力団追放長野県民大会
11月	 7日（火）			・	佐久市・軽井沢町清掃施設組合
　　　　　　　第2回定例会
11月	 8日（水）		・	議会とタウンミーテング（9日
　　　　　　　	まで）
11月	 9日（木）			・	秋田県にかほ市議会視察来訪
11月10日（金）			・	小中学校ICT導入成果発表会
11月13日（月）			・	令和5年度定期監査
	 		・	神奈川県葉山町議会視察来訪
	 		・	町社会福祉協議会常任理事会
　　　　　　　	及び理事会
11月14日（火）			・	町長期振興計画審議会
	　　　　　　		・	町交通安全推進協議会総会兼
　　　　　　　	交通安全町民大会
11月16日（木）			・	町戦没者合同追悼式
11月17日（金）			・	令和5年度定期監査
11月21日（火）			・	全員協議会
	 		・	広報広聴常任委員会
	 			・	軽井沢ハーフマラソン2024開
　　　　　　　	催推進会議
11月22日（水）			・	議会議員視察研修
	 		・	佐久広域連合議会運営委員会
11月25日（土）		・	ホワイトクリスマスin軽井沢
　　　　　　　	オープニングセレモニー
11月27日（月）		・	町自然保護審議会
11月28日（火）		・	議会運営委員会
11月29日（水）		・	例月出納検査
	 		・	第67回町村議会議長大会及び

豪雪議長会全国大会
	 		・	町社会福祉協議会評議員会
11月30日（木）		・	北佐久郡議会議長研修会
	 		・	軽井沢国際カーリング選手権

大会オープニングレセプション
12月	 1日（金）		・	軽井沢国際カーリング選手権

大会ファーストストーンセレ
モニー

12月	 3日（日）		・	軽井沢国際カーリング選手権
大会表彰式

12月	 7日（木）			・	第2回定例会12月会議開会
	 		・	全員協議会

12月	 9日（土）		・	町民氷上大会兼バッジテスト
競技会開会式

12月10日（日）			・	町社会福祉大会
12月11日（月）			・	本会議
12月12日（火）			・	本会議
12月13日（水）			・	本会議
	 		・	庁舎改築周辺整備事業検討特
　　　　　　　別委員会
12月14日（木）			・	議会活性化特別委員会
12月15日（金）			・	社会常任委員会
12月18日（月）			・	総務常任委員会
12月19日（火）			・	予算決算常任委員会
	 		・	議会運営委員会
12月20日（水）		・	中部横断自動車道建設促進佐
																						久地域議員連盟勉強会
12月21日（木）		・	第2回議会定例会12月会議閉会
	 		・	広報広聴常任委員会
12月22日（金）		・	例月出納検査
	 		・	佐久広域連合議会全員協議会

及び第4回定例会
12月24日（日）		・	軽井沢スケート競技会（小学生
																						の部）
12月25日（月）			・	全員協議会
	 		・	庁舎改築周辺整備事業検討特
																						別委員会
12月26日（火）		・	広報広聴常任委員会
	 		・	町交通安全対策会議
12月27日（水）			・	長野県佐久市議会視察来訪
12月28日（木）			・	広報広聴常任委員会
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編  集  後  記
　昨年、1 月に行われた町長選挙では「新庁舎改築周辺整備事業」を争点に行われ、新しい町長
が誕生しました。議会におきましても、4 月に議会議員選挙が行われました。5 月 8 日から新型
コロナウィルス感染症の位置づけが「5 類感染症」となり、議会も視察研修や対面会議が再開さ
れ日常が戻ってきました。
　8 月 5 日に「町制施行 100 周年記念式典」が開催され、9 月には軽井沢高校生徒会の皆さんと
2 回目の「タウンミーティング」を開催し、11 月には議会報告会「議会とまちづくりを語る会」
を「議会とタウンミーティング」と名称を改め３会場で開催されました。今後さらに住民の皆さ
んとの接点を増やし、住民の声を町政に生かす努力を続けてまいりたいと思います。

（本議会誌は、区を通じて回覧で配布させていただいておりますが、必要な方は公共施設、区施
設に置いてございますので、ご自由にお持ちください。
　なお、郵送をご希望の方は議会事務局（TEL：45-8910）までご連絡ください。）

軽井沢町議会
　議　　長　　遠　山　隆　雄

広報広聴常任委員会
　委 員 長　　利根川　泰　三
　副委員長　　眞　島　聡　子
　委　　員　　金　山　のぞみ

小　林　天　馬
福　本　　　修
押　金　洋　仁
横須賀　桃　子
土　屋　好　生
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